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通信、サービス、偏向のない言語、および

その他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Ciscoバグ検索ツール

Cisco Bug Search Tool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールで
す。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

偏向のない言語

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザーインターフェ
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第 1 章

概要

• Cisco HyperFlex Edge（1ページ）

Cisco HyperFlex Edge

はじめに

Cisco HyperFlex Edgeは、リモートオフィス/ブランチオフィス（ROBO）環境およびエッジ環
境にシンプルなハイパーコンバージェンスを提供します。このドキュメントでは、HyperFlex
Edgeの導入について説明します。

M6ノードでのHX Edgeクラスタの展開では、初期展開と進行中の管理のために Intersightが必
要です。

重要

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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制限事項とサポート可能性の概要

サポート制限対象

クラスタサイズとタイ

プ
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サポート制限対象

2ノードクラスタ

• HX220c M6 Hybrid/HXAF220c M6オールフラッシュ

• HX225c M6 Hybrid/HXAF225c M6オールフラッシュ

• HX220c M5 Hybrid/HXAF220c M5オールフラッシュ

• HX240c M6 Hybrid/HXAF240c M6オールフラッシュ

• HX245c M6 Hybrid/HXAF245c M6オールフラッシュ

• HX240c M5 Hybrid/HXAF240c M5オールフラッシュ

• HX240c M5SD Hybrid/HX240c M5SDオールフラッシュ

2ノードクラスタには、初期展開と継続的な管理のため
のインターサイトが必要です。

（注）

3ノードクラスタ

• HX220c M6 Hybrid/HXAF220c M6オールフラッシュ

• HX225c M6 Hybrid/HXAF225c M6オールフラッシュ

• HX220c M5 Hybrid/HXAF220c M5オールフラッシュ

• HX240c M6 Hybrid/HXAF240c M6オールフラッシュ

• HX245c M6 Hybrid/HXAF245c M6オールフラッシュ

• HX240c M5 Hybrid/HXAF240c M5オールフラッシュ

• HX240c M5SD Hybrid/HX240c M5SDオールフラッシュ

M6またはHX240 Edge（ショートデプスとフルデプス）
ノードでの HX Edgeクラスタの展開では、初期展開と進
行中の管理のために Intersightが必要です。

（注）

4ノードクラスタ

• HX220c M6 Hybrid/HXAF220c M6オールフラッシュ

• HX225c M6 Hybrid/HXAF225c M6オールフラッシュ

• HX220c M5 Hybrid/HXAF220c M5オールフラッシュ

• HX240c M6 Hybrid/HXAF240c M6オールフラッシュ

• HX245c M6 Hybrid/HXAF245c M6オールフラッシュ

• HX240c M5 Hybrid/HXAF240c M5オールフラッシュ

• HX240c M5SD Hybrid/HX240c M5SDオールフラッシュ

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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サポート制限対象

（注） M6または HX 240（ショートデプスとフルデプス）ノー
ドでの HX Edgeクラスタの展開では、初期展開と進行中
の管理のために Intersightが必要です。

レプリケーションファクタの推奨事項：

• 3または 4ノードエッジクラスタの場合：3

• 2ノードエッジクラスタの場合：2

RF2を選択した場合、実稼働データが適切に保護さ
れることを確実にするため、信頼性の高いバックアッ

プ戦略が強く推奨されます。

（注）

レプリケーションファ

クタ

1 GEまたは 10/25GEネットワーキング（Cisco UCSファブリックイ
ンターコネクトなし）。

HX Edgeシステムは、QoSの実装を行いません。

Networking

最大 100台vCenterあたりの HX
クラスタ数

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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第 2 章

展開オプション

• HyperFlex Edge導入オプション（5ページ）

HyperFlex Edge導入オプション
HyperFlex Edgeは、Cisco Intersightを使用してクラウドから、またはオンプレミスのインストー
ラアプライアンスを使用して導入できます。要件に応じて、次の2つのオプションから選択で
きます。

• HyperFlexオンプレミス OVAインストーラ：3～ 4個のノードクラスタのオンプレミス
での Edgeの導入には、このオプションを使用します。このタイプの導入は 3つすべての
ネットワークトポロジをサポートし、アプライアンスのダウンロードとインストールに加

えて、ローカルネットワークアクセスが必要です。

オンプレミスのインストーラの使用は、2つのノードのHyperFlex
Edgeクラスタではサポートされていません。

（注）

• Intersightインストーラ：クラウドから HyperFlex Edgeを導入するには、Edgeのこのオプ
ションを使用します。この導入オプションは、すべての Edgeクラスタサイズとネット
ワークトポロジをサポートします。

本書では、オンプレミス OVAインストーラを使用した導入についてのみ説明します。

Cisco Intersightを使用してHyperFlex Edgeクラスタを導入するには、『Cisco Intersight向けCisco
HyperFlexシステムインストールガイド』で詳細な導入方法を参照してください。CiscoIntersight
HXインストーラを使用すると、HyperFlex Edgeクラスタを短時間で展開できます。このイン
ストーラにより、「HXクラスタプロファイル」と呼ばれるクラスタの事前構成定義が作成さ
れます。この定義は、HX Edgeクラスタ内の HXノードの論理的表現です。HXクラスタプロ
ファイルで、Cisco Intersight内にプロビジョニングされる各 HXノードが指定されます。

追加ゲスト VM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維持を望む環境で
は、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できます。

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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各クラスタは、固有のストレージデータ VLANを使用して、すべてのストレージトラフィッ
クを分離しておく必要があります。複数のクラスタにわたってこの VLANを再利用すること
は推奨されません。

（注）

Cisco VICの特性は、同じ物理ポートから複数の vNICsから切り離されているため、同じホス
ト上で実行されているインターフェイスまたはサービスに L2で通信するために、
vswitch-hx-vm-network上でゲストVMトラフィックを設定することはできません。a)別のVLAN
を使用し L3ルーティングを実行するか、b)管理インターフェイスへのアクセスが必要なゲス
ト VMが vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに配置されていることを推奨します。一般に、
vm-network vSwitchを除き、ゲストVMをHyperFlexで設定された vSwitchesのいずれにも配置
しないでください。使用例としては、いずれかのノードで vCenterを実行する必要があり、実
行している ESXiホストを管理するための接続が必要な場合などがあります。この場合は、上
記の推奨事項のいずれかを使用して、接続が中断されないようにします。

（注）

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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C H A P T E R 3
2ノードエッジ展開用事前装着チェックリ
スト

Ciscoでは、シームレスなグローバル管理エクスペリエンスを実現するため、すべてのHyperFlex
Edge展開に Cisco Intersightを使用することを推奨しています。Cisco HyperFlex Edge 2ノード
クラスタでは、非表示のクラウド監視を使用して、初期展開および継続的な運用にCiscoIntersight
を使用する必要があります。HyperFlex Edge 2ノードクラスタでは、オンプレミス HyperFlex
インストーラ VMを使用して展開することはできません。オンプレミスインストーラは、
Intersightにアクセスできない顧客に対して、HyperFlex Edge 3-および 4-ノードのクラスタを展
開するために使用できます。HyperFlex Edge 3ノードおよび4ノードクラスタは、Cisco Intersight
を使用して展開できます。

Cisco HyperFlexエッジは、1ギガビットイーサネット（GE）と 10/25 GEインストールオプ
ションの両方を提供します。どちらのトポロジも、高度なネットワークの柔軟性と冗長性を実

現するため、シングルトップオブラック（ToR）およびデュアル ToRスイッチオプションを
サポートしています。ネットワークトポロジは、初期展開時に選択され、完全な再インストー

ルなしで変更またはアップグレードすることはできません。将来のニーズを念頭に置いて、

ネットワークトポロジを慎重に選択してください。クラスタに最適なトポロジを決定する際に

は、次の点を考慮してください。

•より高いパフォーマンスと将来のノード拡張機能のため、10/25GEトポロジを選択してく
ださい。Cisco VICベースのハードウェアまたは Intel NICベースのアダプタを選択できま
す。

•ノードの拡張を必要としないクラスタ、および ToRスイッチに使用可能な 10GEポートが
ないインスタンス：1GEトポロジを選択してください。

2ノードネットワークトポロジの選択, on page 8

• 2ノードネットワークトポロジ, on page 8

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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2ノードネットワークトポロジ

2ノードネットワークトポロジの選択
2ノードトポロジを選択するとき、初期展開時に選択されるネットワークトポロジは、完全な
再インストールなしで変更またはアップグレードすることはできないことにご注意ください。

将来のニーズを念頭に置いてネットワークトポロジを慎重に選択し、次の Cisco HyperFlex製
品を考慮してください。

• Cisco VICベースハードウェアまたは Intel NICベースアダプタを搭載した 10/25 Gigabit
（GE）トポロジ

•ノード拡張を必要とせず、トップオブラック（ToR）スイッチに使用可能な 10GEポート
がないクラスタ向けの 1GEトポロジ。

Cisco IMC接続、物理ケーブル、ネットワーク設計、および構成ガイドラインの詳細について
は、次の使用可能なトポロジのリストから選択してください。

• 10または 25GE VICベースのトポロジ（8ページ）

• 10または 25GE NICベーストポロジ（16ページ）

• 1ギガビットイーサネットトポロジ（24ページ）

10/25GEまたは 1GE ToR物理ネットワークとケーブルのセクションが完了したら、ネットワー
クの共通要件チェックリスト（30ページ）に進みます。

10または 25GE VICベースのトポロジ

10または 25GE VICベースのトポロジ

10または 25ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、スイッチ (デュアルまたは
スタック構成のスイッチを使用している場合)、リンクおよびポートの障害から保護する、フ
ル冗長型のデザインを提供します。10/25GEスイッチは、1台または 2台のスタンドアロンス
イッチとして、またはスイッチスタック構成で使用することができます。

10/25GE VICベーストポロジの Cisco IMC接続

2ノード 10/25ギガビットイーサネット (GE)トポロジに、次の Cisco IMC接続オプションのい
ずれかを選択します。

•専用の 1GE Cisco IMC管理ポートを使用することが推奨されます。このオプションには追
加のポートとケーブルが必要ですが、ネットワークの競合を防ぎ、各物理サーバへのアウ

トオブバンドアクセスを常にオンにすることができます。

•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco IMCトラフィックが 10/25GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作する場

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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合、トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない到達可

能性は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

•ファブリックインターコネクトベース環境では、シングルワイヤ管理を使用する場
合、内蔵QpSによりCisco IMCおよびサーバ管理への妨害のないアクセスが保証され
ます。HyperFlex Edge環境では、QoSが適用されないため、専用管理ポートの使用が
推奨されます。

•同様の Cisco UCS Cシリーズサーバについては、『サーバ設置およびサービスガイド』
の次の手順に従い、Cisco IMCに IPv4管理アドレスを割り当てます。HyperFlexは IPv6ア
ドレスをサポートしていません。

10/25GE VICベーストポロジ用物理ネットワークおよびケーブル配線

VLAN機能を備えたマネージドスイッチ (1または 2)が必要です。Ciscoは、Catalystおよび
Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、提供します。こ
れらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円滑な展開とシー

ムレスな継続的運用が可能になります。

デュアルスイッチの設定には、スイッチの障害、リンクの障害、ポートの障害から保護する完

全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。スタンドアロンまたはスタック構成

が行われている 2つのスイッチと、2つの 10/25GEポート、CIMC管理用の 1つの 1GEポー
ト、サーバごとに 1つのCisco VIC 1457が必要です。トランクポートは、唯一サポートされて
いるネットワークポート設定です。

シングルスイッチの設定では、サーバごとに 1台のスイッチ、2つの 10/25GEポート、CIMC
管理の 1GEポート、1個の Cisco VIC 1457のみを必要とするシンプルなトポロジが実現しま
す。スイッチレベルの冗長性は提供されませんが、すべてのリンク/ポートおよび関連するネッ
トワークサービスは完全に冗長であり、障害を許容することができます。

10および 25GEトポロジ両方の要件

次の要件は両方の 10/25GEトポロジに共通であり、展開を開始する前に満たす必要がありま
す。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、
2本のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Cisco VIC 1457 (各サーバのMLOMスロットに取り付けられている)

•旧世代の Cisco VICハードウェアは、2ノードまたは 4ノードの HX Edgeクラスタで
はサポートされていません。

• 4個の 10/25GE ToRスイッチポートおよび 4本の 10/25GE SFP +または SFP28ケーブ
ル (お客様が提供。選択したケーブルがスイッチモデルと互換性があることを確認し
ます。)

• Cisco VIC 1457は、10GEのインターフェイス速度をサポートします。

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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• Cisco VIC 1457は、25GEのインターフェイス速度をサポートします。

• Cisco VIC 1457は 40GEインターネットの速度をサポートしていません。

25GEを使用した HX Edgeクラスタの要件

25GEモードを使用するには、通常、選択したケーブルのタイプと長さに応じて、前方誤り訂
正 (FEC)を使用する必要があります。デフォルトでは、VIC 1400シリーズは CL91 FECモード
で設定されます (Cisco IMC UIで使用可能な場合、FECモード「auto」は CL91と同じです)。
自動 FECネゴシエーションはサポートされません。特定のスイッチでリンクステートをアッ
プにするには、この FECモードに合わせて手動で設定する必要があります。リンクをアップ
にするには、スイッチと VICポートの両方で FECモードが一致している必要があります。使
用中のスイッチがCL91をサポートしていない場合、スイッチで使用可能なFECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用するように設定できます。これには、[VIC設定 (VIC
configuration)]タブの [CIMC UI]で、手動で FECモードを変更する必要があります。HyperFlex
Edgeの展開は、スイッチと VICポートからリンクステートがアップになったと報告されるま
で、開始しないでください。CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも呼ばれ、CL91は RS-FEC
(リードソロモン)とも呼ばれています。Cisco IMC GUIを使用してVICで設定されている FEC
モードを変更する方法については、『CISCO UCS Cシリーズ Integrated Management Controller
リリース 4.1 GUIコンフィギュレーションガイド』を参照してください。

（注）

次の手順：

物理的なケーブル接続を続行するには、シングルスイッチまたはデュアルスイッチの設定を

選択します。

10/25GE VICベースのデュアルスイッチの物理ケーブル配線

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

冗長性を追加するためデュアルToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについて
は、次の図を参照してください)。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

• Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 1個を、各サーバから同じ ToRスイッチに接続
します。

•同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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同じVICポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィック
に対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯
域幅が消費されます。

（注）

• Cisco VICの 2番目の 10/25GEポートを、各サーバからもう一方の ToRスイッチに接続し
ます。同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。

10/25GE VICベースの単一スイッチの物理ケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

1個の ToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについては、次の図を参照してく
ださい)。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面にある「M」というラ
ベルが付いた)の 1GE管理ポートをスイッチに接続します。

• Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 2つを、各サーバから同じ ToRスイッチに接続
します。
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•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。

2ノード 10/25GE VICベーストポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

仮想スイッチ

vSwitchが 4つ必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理ネットワー
ク

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HXストレージコ
ントローラデータネットワーク

• vmotion—vMotionインターフェイス（vmk2）

• vswitch-hx-vm-network：VMゲストポートグループ

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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ネットワークトポロジ（Network Topology）

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、インバン
ド管理およびvmotionvSwitchesとしての逆のフェールオーバー順序を使用して、トラフィッ
クの負荷分散を行います。

• vmotion：vMotion VMKernelポート（vmk2）は post_installスクリプトの使用時に設定され
ます。フェールオーバーの順序は、アクティブ/スタンバイに設定されます。

• vswitch-hx-vm-network：vSwitchがアクティブ/アクティブに設定されます。必要に応じ
て、個々のポートグループを上書きできます。

10/25GE VICベースのスイッチ構成の注意事項

最低でも 3つの VLANが必要です。

•次の条件で 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および Cisco
IMC管理。

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
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• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります。

• Cisco IMC管理の共有 LOM拡張モードを使用する場合は、専用の VLANが推奨され
ます。

• Cisco HyperFlexのストレージトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティ
ングされていない VLANである必要があります。固有である必要があり、管理 VLANと
重複することはできません。

• vMotionトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティングされていない
VLANにすることができます。

これらのVLANの必要性を縮小したり、削除したりすることはで
きません。このインストールが試行された場合は失敗します。

（注）

•ゲストVMトラフィックには、追加のVLANが必要です。これらのVLANは、ESXiの追
加ポートグループとして設定され、ToRスイッチでポートに面するすべての接続をトラ
ンクおよび許可する必要があります。

•これらの追加ゲストVM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維
持を望む環境では、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できま
す。

Cisco VICの特性は、同じ物理ポートから複数の vNICsから切り
離されているため、同じホスト上で実行されているインターフェ

イスまたはサービスにL2で通信するために、vswitch-hx-vm-network
上でゲストVMトラフィックを設定することはできません。a)別
のVLANを使用しL3ルーティングを実行するか、b)管理インター
フェイスへのアクセスが必要なゲスト VMが
vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに配置されていることを推奨しま
す。一般に、vm-network vSwitchを除き、ゲストVMをHyperFlex
で設定された vSwitchesのいずれにも配置しないでください。使
用例としては、いずれかのノードで vCenterを実行する必要があ
り、実行している ESXiホストを管理するための接続が必要な場
合などがあります。この場合は、上記の推奨事項のいずれかを使

用して、接続が中断されないようにします。

（注）
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• Cisco VICに接続されているスイッチポートは、パスが許可された適切な VLANを使用し
て、トランクモードで設定する必要があります。

•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

•すべてのクラスタトラフィックは、10/25GEトポロジ内の ToRスイッチを通過します。

•スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポート
で有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）

その他の考慮事項

•必要に応じて、HX Edgeノードにサードパーティ製のNICカードをさらにインストールで
きます。ネットワークガイドへのリンクについては、第 1章の項を参照してください。

• VIC以外のすべてのインターフェイスは、インストールが完了するまでシャットダウンす
るか、ケーブルを切断している必要があります。

• MLOMスロットでは、HX Edgeノードごとに 1つの VICのみがサポートされます。PCIe
ベース VICアダプタは、HX Edgeノードではサポートされていません。

10/25 GE VICベースのジャンボフレーム

通常、ジャンボフレームは、ネットワーク上で送信されるパケット数を減らし、効率を向上さ

せるために使用されます。以下では、10/25GEトポロジでジャンボフレームを使用する際のガ
イドラインについて説明します。

•ジャンボフレームを有効にするオプションは、最初のインストール中にのみ提示され、後
で変更することはできません。

•ジャンボフレームは、ベストプラクティスですが必須ではありません。ジャンボフレー
ムをオプトアウトする場合は、すべてのネットワークスイッチでMTUを 1500バイトに
設定したままにします。

•最適なパフォーマンスのために、ジャンボフレームをオプションで有効にできます。フル
パスMTUが 9000バイト以上であることを確認します。ジャンボフレームを有効にする
場合は、次の点に注意してください。

•デュアルスイッチセットアップを実行する場合、すべてのスイッチインターコネク
トおよびスイッチアップリンクでジャンボフレームが有効であることが不可欠です。

フルパスMTUを確認しないと、リンクまたはスイッチの失敗後、トラフィックのパ
スが許可されない場合にクラスタがオフになる可能性があります。
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• HyperFlexインストーラは、ノードのいずれかでスタンバイリンクを使用するため、
フェールオーバーを強制する初期展開で、ワンタイムテストを実行します。スイッチ

のケーブル接続が適切に行われている場合、エンドツーエンドパスMTUをテストし
ます。障害が検出された場合、この警告をバイパスしないでください。問題を修正

し、インストーラを再試行して、検証チェックに合格するようにしてください。

•これらの理由と削除が複雑なため、デュアルスイッチセットアップを使用する場合
はジャンボフレームを無効にすることをお勧めします。

•ジャンボフレームを有効にするためのオプションは、ネットワーク設定ポリシーの下の
HyperFlexクラスタプロファイルの下にあります。ボックスをチェックすると、ジャンボ
フレームが有効になります。ボックスをチェックしないと、ジャンボフレームは無効のま

まになります。

次の手順：

ネットワークの共通要件チェックリスト（30ページ）を完了します。

10または 25GE NICベースのトポロジ

10または 25GE NICベーストポロジ

10または25ギガビットイーサネット（GE）スイッチNICベーストポロジは、スイッチ（デュ
アルまたはスタック構成のスイッチを使用している場合）、リンクおよびポートの障害から保

護する、フル冗長型のデザインを提供します。10/25 GEスイッチは、1つまたは 2つのスタン
ドアロンスイッチを利用するか、スイッチスタックの構成で利用することができます。

10または 25ギガビットイーサネット（GE）ネットワークインターフェイスカード（NIC）
ベースのトポロジは、VICベースのトポロジに代わるオプションです。NICまたはVICベース
トポロジは、スイッチ(デュアルまたはスタック構成のスイッチを使用している場合)、リンク
およびポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。10/25 GEスイッチ
は、1つまたは 2つのスタンドアロンスイッチを利用するか、スイッチスタックの構成で利用
することができます。NICベースのトポロジの展開を検討する前に、次の要件とサポートされ
るハードウェアを検討してください。

NICベースのトポロジの要件

展開を開始する前に、次の要件とハードウェアを考察する必要があります。

• NICベース展開は HXDPリリース 5.0(2a)以降でサポートされています

• VMware ESXi 7.0 U3以降

• NICベースクラスタは、Intersight展開のみに対してサポートされ、Intersight Essentialsラ
イセンスを必要とします

• NICベース HX展開は、HX 220/225/240/245 M6ノードにのみサポートされます。
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•エッジと DC-no-FIクラスタのみをサポートします

• 10/25GEデュアルトップオブラック（ToR）スイッチ

• Cisco HXハードウェアにインストールされた 1台の Intel 710/810クアッドポート NICま
たは 2台の Intel 710/810シリーズデュアルポート NIC。サポートされる NICオプション
は以下のとおりです。

• Intel X710-DA2デュアルポート 10Gb SFP+ NIC（HX-PCIE-ID10GF）

• Intel X710クワッドポート 10G SFP+ NIC（HX-PCIE-IQ10GF）

• Cisco-Intel E810XXVDA2 2x25/10 GbE SFP28 PCIe NIC（HX-P-I8D25GF）

• Cisco-Intel E810XXVDA4L 4x25/10 GbE SFP28 PCIe NIC（HX-P-I8Q25GF）

10/25GE NICベーストポロジの Cisco IMC接続

2ノード 10/25ギガビットイーサネット (GE)トポロジに、次の Cisco IMC接続オプションのい
ずれかを選択します。

•専用の 1GE Cisco IMC管理ポートを使用することが推奨されます。このオプションには追
加のポートとケーブルが必要ですが、ネットワークの競合を防ぎ、各物理サーバへのアウ

トオブバンドアクセスを常にオンにすることができます。

•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco IMCトラフィックが 10/25GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作する場
合、トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない到達可

能性は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

•同様の Cisco UCS Cシリーズサーバについては、『サーバ設置およびサービスガイド』
の次の手順に従い、Cisco IMCに IPv4管理アドレスを割り当てます。HyperFlexは IPv6ア
ドレスをサポートしていません。

10/25GE NICベーストポロジ用物理ネットワークおよびケーブル配線

VLAN機能を備えた 2つのマネージドスイッチが必要です。Ciscoは、CatalystおよびNexusス
イッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、提供します。これらのス

イッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円滑な展開とシームレスな

継続的運用が可能になります。

デュアルスイッチの設定には、スイッチの障害、リンクの障害、ポートの障害から保護する完

全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。スタンドアロンまたはスタック構成

が行われている 2つのスイッチと、2つの 10/25GEポート、CIMC管理用の 1GEポート、サー
バごとに 1個のクワッドポートまたは2個のデュアルポート NICが必要です。トランクポー
トは、特定のサポートされているネットワークポート設定です。
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10および 25GEトポロジ両方の要件

次の要件は両方の 10/25GEトポロジに共通であり、展開を開始する前に満たす必要がありま
す。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• 1つの IntelクアッドポートNICまたは 2つの IntelデュアルポートNICを次のように PCIE
スロットに取り付けます。

• HX 220/225ノード：クアッドポート NICには PCIEスロット 1と 2を使用するか、
デュアルポートには PCIEスロット 1と 2を使用します。

• NIC HX 240/245ノード：クアッドポート NICには PCIEスロット 4を使用するか、
デュアルポート NICには PCIEスロット 4および 6を使用します。

次の手順：

10/25GEまたは 1GE ToR物理ネットワークとケーブルのセクションが完了したら、ネットワー
クの共通要件チェックリスト（30ページ）に進みます。

10/25GE NICベースのデュアルスイッチの物理ケーブル配線

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

冗長性を追加するためデュアルToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについて
は、次の図を参照してください)。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

同じNICポート番号を使用しない場合、サーバー間のトラフィッ
クに対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に
帯域幅が消費されます。

（注）

•各ノードの最初の NICポート（左から）を最初の ToRスイッチ（switchA）に接続しま
す。

•各ノードの 2番目の NICポート（左から）を 2番目の ToRスイッチ（switchB）に接続し
ます。

•各ノードの 3番目の NICポート（左から）を最初の ToRスイッチ（switchA）に接続しま
す。
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•各ノードの 4番目の NICポート（左から）を 2番目の ToRスイッチ（switchB）に接続し
ます。

ケーブル配線については、上記の注意事項に従ってください。上記の推奨事項から逸脱する

と、クラスタの展開が失敗する可能性があります。

（注）

同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。接続の詳細について

は、以下のトポロジ図を参照してください。

（注）

1 xクアッドポート NICのネットワークケーブル配線図
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2 xデュアルポート NICのネットワークケーブル接続図

2ノード 10/25 GE NICベーストポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

仮想スイッチ

vSwitchが 4つ必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理ネットワー
ク、vMotionインターフェイス（vmk2）およびゲスト VMポートグループ

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HXストレージコ
ントローラデータネットワーク
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ネットワークトポロジ（Network Topology）

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、インバン
ド管理およびvmotionvSwitchesとしての逆のフェールオーバー順序を使用して、トラフィッ
クの負荷分散を行います。

10/25GE NICベースのスイッチ構成の注意事項

最低でも 3つの VLANが必要です。

•次の条件で 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および Cisco
IMC管理。

•このVLANは、各ノードの左からポート 1およびポート 2に接続されているすべての
スイッチポートでトランク VLANとして構成する必要があります。
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• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります。

• Cisco IMC管理の共有 LOM拡張モードを使用する場合は、専用の VLANが推奨され
ます。

• Cisco HyperFlexのストレージトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティ
ングされていない VLANである必要があります。固有である必要があり、管理 VLANと
重複することはできません。この VLANは、各ノードの左からポート 3およびポート 4
に接続されているすべてのスイッチポートでトランク VLANとして構成する必要があり
ます。

• vMotionトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティングされていない
VLANにすることができます。NICベースの HXクラスタでは、vswitch-hx-inband-mgmt
が vMotionおよびゲスト VMネットワーキングに使用されます。そのため、vMotionおよ
びゲストVMネットワークに使用されるVLANは、各ノードの左からポート1およびポー
ト 2に接続されたすべてのスイッチポートでトランキングする必要があります。

これらのVLANの必要性を縮小したり、削除したりすることはで
きません。このインストールが試行された場合は失敗します。

（注）

• Cisco VICに接続されているスイッチポートは、パスが許可された適切な VLANを使用し
て、トランクモードで構成する必要があります。

• NICベースのクラスタ内の NICに接続されたスイッチポートは、専用の 10/25GE速度で
動作する必要があります。

•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

•すべてのクラスタトラフィックは、10/25GEトポロジ内の ToRスイッチを通過します。

•スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポート
で有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）

その他の考慮事項
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•必要に応じて、HX Edgeノードに追加のNICカードをさらにインストールできます。ネッ
トワークガイドへのリンクについては、第 1章の項を参照してください。

• HX 220/225ノードのスロット 1と 2、または HX 240/245ノードのスロット 4と 6以外の
スロットにある他のすべての VICまたは NICカードは、インストールが完了するまで
シャットダウンするか、ケーブルを外したままにする必要があります。

10/25GE NICベースのジャンボフレーム

通常、ジャンボフレームは、ネットワーク上で送信されるパケット数を減らし、効率を向上さ

せるために使用されます。以下では、10/25GEトポロジでジャンボフレームを使用する際のガ
イドラインについて説明します。

•ジャンボフレームを有効にするオプションは、最初のインストール中にのみ提示され、後
で変更することはできません。

•ジャンボフレームは、ベストプラクティスですが不要です。ジャンボフレームをオプト
アウトする場合は、すべてのネットワークスイッチでMTUを 1500バイトに設定したま
まにします。

•最適なパフォーマンスのために、ジャンボフレームをオプションで有効にできます。フル
パスMTUが 9000バイト以上であることを確認します。ジャンボフレームを有効にする
場合は、次の点に注意してください。

•デュアルスイッチセットアップを実行する場合、すべてのスイッチインターコネク
トおよびスイッチアップリンクでジャンボフレームが有効であることが不可欠です。

フルパスMTUを確認しないと、リンクまたはスイッチの失敗後、トラフィックのパ
スが許可されない場合にクラスタがオフになる可能性があります。

• HyperFlexインストーラは、ノードのいずれかでスタンバイリンクを使用するため、
フェールオーバーを強制する初期展開で、ワンタイムテストを実行します。スイッチ

のケーブル接続が適切に行われている場合、エンドツーエンドパスMTUをテストし
ます。障害が検出された場合、この警告をバイパスしないでください。問題を修正

し、インストーラを再試行して、検証チェックに合格するようにしてください。

•これらの理由と削除が複雑なため、デュアルスイッチセットアップを使用する場合
はジャンボフレームを無効にすることをお勧めします。

•ジャンボフレームを有効にするためのオプションは、ネットワーク設定ポリシーの下の
HyperFlexクラスタプロファイルの下にあります。ボックスをチェックすると、ジャンボ
フレームが有効になります。ボックスをチェックしないと、ジャンボフレームは無効のま

まになります。

次の手順：

ネットワークの共通要件チェックリスト（30ページ）を完了します。
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1ギガビットイーサネットトポロジ

1ギガビットイーサネットトポロジ

1ギガビットイーサネット（GE）スイッチトポロジは、スイッチ（デュアルまたはスタック
スイッチを使用している場合）、リンクおよびポートの障害からネットワークを保護する完全

冗長設計を提供します。1 GEスイッチは、1つまたは 2つのスタンドアロンスイッチとして
使用したり、スイッチスタックの構成に使用したりすることができます。

シングルまたはデュアル 1GBスイッチ接続は、仮想マシンが得られる最大パフォーマンスを
制限するため、高いパフォーマンスを必要とするアプリケーションには推奨されません。

（注）

1ギガビットイーサネットトポロジ用 Cisco IMC接続

2ノード 1ギガビットイーサネット (GE)トポロジの Cisco IMC接続では、専用の 1GE Cisco
IMC管理ポートを使用する必要があります。このトポロジで直接接続ケーブルを使用している
ため、共有 LOMモードを含む他の動作モードは使用できません。

同様の Cisco UCS Cシリーズサーバについては、『サーバ設置およびサービスガイド』の次
の手順に従い、Cisco IMCに IPv4管理アドレスを割り当てます。HyperFlexは IPv6アドレスを
サポートしていません。

1 GEトポロジ用物理ネットワークおよびケーブル接続

VLAN機能を備えたマネージドスイッチ (1または 2)が必要です。Ciscoは、Catalystおよび
Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、提供します。こ
れらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円滑な展開とシー

ムレスな継続的運用が可能になります。

デュアルスイッチのケーブル接続には、スイッチの障害、リンクの障害、スイッチポートの

障害から保護する完全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。スタンドアロン

またはスタックの 2個のスイッチと、サーバごとに 3個の 1ギガビットイーサネット (GE)ス
イッチポートが必要です。シングルスイッチのケーブル接続では、サーバごとに1台のスイッ
チと 3つの 1 GEスイッチポートのみを必要とする単純なトポロジが実現します。スイッチレ
ベルの冗長性は提供されませんが、すべてのリンク/ポートおよび関連するネットワークサー
ビスは完全に冗長であり、障害を許容することができます。

1GEトポロジは、10GE用スイッチが必要なく、2個のノード間の高速、冗長、10GE接続に直
接接続ケーブルを使用します。

このトポロジは、今後のノード展開機能はサポートせず、今後さらなるHX Edgeノードの追加
を制御する要件が存在する場合、避ける必要があります。

（注）

次の要件は両方の 1GEトポロジに共通であり、展開を開始する前に満たす必要があります。

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
24

2ノードエッジ展開用事前装着チェックリスト

1ギガビットイーサネットトポロジ

https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-installation-guides-list.html


•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (必須)

• Intel i350クアッドポート PCIe NICカード (各サーバの PCIeスロットにインストール) (必
須)

• Cisco VICはこのトポロジでは使用されません

• 2 x 10GE DirectConnect LAN-on-Motherboard (LOM)接続 (スイッチポートを消費しない)

•直接接続リンクのイーサネットケーブルを通して 2 xカテゴリ 6ストレート (顧客提
供)

• 6 x 1GE Top of Rack (ToR)スイッチポートおよび 6xカテゴリ 6イーサネットケーブル (顧
客提供)

物理的なケーブル接続を続行するには、シングルスイッチまたはデュアルスイッチの設定を

選択します。

1ギガビットイーサネットデュアルスイッチケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

冗長性を追加するためデュアルToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについて
は、次の図を参照してください)。

•各サーバ (サーバの背面に「M」というラベルが付いている)の 1GE専用の Cisco IMCを
2つのスイッチのいずれかに接続します。

•通常のイーサネットケーブルを使用して、サーバ上の Lan-on-motherboard (LOM)ポート 1
を別のサーバ上の LOMポート 1に接続します。

•サーバ上の LOMポート 2を第二サーバ上の LOMポート 2に接続します。

• i350 NICの 4つの 1GEポートのうち 1つを、各サーバから同じ ToRスイッチに接続しま
す。同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

同じポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィックに対

して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯域幅
が消費されます。

（注）

• i350 NICの 2番目の 1GEポートを、各サーバからもう一方のToRスイッチに接続します。
同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

•クラスタのインストール前に追加の 1GEポートを接続しないでください。クラスタ展開
後、追加で 2つの 1GEポートをゲスト VMトラフィックにオプションで使用することが
できます。
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1ギガビットイーサネットシングルスイッチケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

1個の ToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについては、次の図を参照してく
ださい)。

•各サーバ (サーバの背面にある「M」というラベルが付いた)の 1GE専用 Cisco IMC管理
ポートをスイッチに接続します。

•通常のイーサネットケーブルを使用して、サーバ上の Lan-on-motherboard (LOM)ポート 1
を別のサーバ上の LOMポート 1に接続します。

•サーバ上の LOMポート 2を第二サーバ上の LOMポート 2に接続します。

• i350 NICの 4つの 1GEポートのうち 2つを、各サーバから同じ ToRスイッチに接続しま
す。

•クラスタのインストール前に追加の 1GEポートを接続しないでください。クラスタ展開
後、追加で 2つの 1GEポートをゲスト VMトラフィックにオプションで使用することが
できます。
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2ノード 1ギガビットイーサネットトポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

仮想スイッチ

次のネットワークに対する各 ESXiコールの推奨構成は分離する必要があります。

•管理トラフィックネットワーク

•データトラフィックネットワーク

• vMotionネットワーク

• VMネットワーク

最小ネットワーク構成では、最小限で次の 2つの個別ネットワークが必要です。

•管理ネットワーク（VMネットワーク）。

•データネットワーク（ストレージトラフィック用の vMotion）

それぞれのネットワークに対応する 2つの vSwitchが必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理 (vmk0)、HyperFlexストレージコントローラ管理、
VMゲストポートグループ

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HyperFlexインター
フェイス（vmk2）、vMotionストレージコントローラデータネットワーク。
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ネットワークトポロジ（Network Topology）

フェールオーバーの順序：

vswitch-hx-inband-mgmt：2つのアップリンク上で、vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに
設定されます。デフォルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必
要に応じてフェールオーバーされます。VMポートグループのフェールオーバーの順序は、必
要に応じて、かつより適切なロードバランシングになるようにオーバーライドできます。

vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、同じアクティ
ブ/スタンバイ順序に設定されます。post_installスクリプトを使用して設定されている場合、
vMotion VMKernelポートは反対の順序を使用するように設定されます。これにより、直接接
続リンクの完全な使用率が確保されます。

1ギガビットイーサネットスイッチ設定時の注意事項

•次の条件で最小の 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および
Cisco IMC管理。

• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
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VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります。

•ゲストVMトラフィックには、追加のVLANが必要です。これらのVLANは、ESXiの追
加ポートグループとして設定され、すべての接続を ToRスイッチにトランクする必要が
あります。

•これらの追加ゲストVM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維
持を望む環境では、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できま
す。

• Intel i350に接続されているスイッチポートは、パスが許可された適切な VLANを使用し
て、トランクモードで設定する必要があります。

•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

• VMware vMotionトラフィックおよび Cisco HyperFlexデータトラフィックは、直接接続
LOMをトラバースするため、top of rackスイッチを利用しません。したがって、追加の
VLANがこれらのサービスには必要ありません。

• ToRスイッチのジャンボフレームの設定は、アップストリームスイッチをトラバー
スする必要なく、すべてのトラフィックがローカルに残るためこのトポロジでは必要

ありません。したがって、このトポロジはデフォルトで、ジャンボフレームを使用し

て高パフォーマンスを実現するトラフィックを vMotionします。

•スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポート
で有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）

1ギガビットイーサネットのジャンボフレーム

通常、ジャンボフレームは、ネットワーク上で転送されるパケット数を減らすために使用され

ます。以下では、1GEトポロジでジャンボフレームを使用する際のガイドラインについて説
明します。

•ジャンボフレームは、追加のセットアップは必要ないため、vMotionネットワーク上で自
動的に設定されます。

•ジャンボフレームは、ベストプラクティスですが不要です。ジャンボフレームをオプト
アウトする場合は、すべてのネットワークスイッチでMTUを 1500バイトに設定したま
まにします。
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•ジャンボフレームを有効にするためのオプションは、ネットワーク設定ポリシーの下の
HyperFlexクラスタプロファイルの下にあります。1GEトポロジを使用する場合は、展開
を開始する前にチェックボックスが有効になっていることを確認して、ジャンボフレーム

を有効にすることができます。

次の手順：

ネットワークの共通要件チェックリスト（30ページ）を完了します。

10GBASE-T銅線サポート
HX Edgeは、10G銅線（RJ45）ポートを備えたスイッチで使用する Cisco銅線 10Gトランシー
バ（SFP-10G-TX）の使用をサポートしています。この章に記載されているすべての10GEトポ
ロジで、サポートされている Twinax、光ファイバ、または 10G銅線トランシーバを使用でき
ます。サポートされている光ファイバとケーブルの詳細については、Cisco UCS Virtual Interface
Card 1400/14000 Series Data Sheetを参照してください。

制限

HyperFlex Edgeで SFP-10G-TXトランシーバを使用する場合は、次の制限が適用されます。

• Cisco IMCファームウェアバージョン 4.1(3d)および HyperFlex Data Platformバージョン
4.5(2a)以上。

• VICごとに最大 2つの SFP-10G-TXを使用できます。追加の 2つのポートは使用しないで
ください。

•サーバは、Cisco Cardまたは共有 LOM拡張 NICモードを使用しないでください。専用ま
たは共有 LOM NICモードのみを使用してください。

ネットワークの共通要件チェックリスト

インストールを開始する前に、お使いの環境が次の特定のソフトウェアおよびハードウェア要

件を満たしていることを確認します。

VLANの要件

予約済み VLAN ID：指定する VLAN IDは、HyperFlexノードが接続されている Top of Rack
（ToR）スイッチでサポートされている必要があります。たとえば、VLAN ID 3968〜4095は
Nexusスイッチによって予約され、VLAN ID 1002〜1005はCatalystスイッチによって予約され
ています。HyperFlexで使用する VLAN IDを決定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで
使用可能であることを確認してください。

重要
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説明VLAN IDネットワーク

次の各ネットワークに個別のサブネットと VLANを使用します。

ESXi、HyperFlex、およびVMware
vCenter間の管理トラフィック用に
使用され、ルーティング可能であ

る必要があります。

この VLANは、
Intersightにアクセスで
きる必要があります (2
ノードの展開には、

Intersightが必要で
す)。

（注）

VMware ESXiおよび Cisco
HyperFlex管理用 VLAN

管理 VLANと同じまたは異なる
VLANを指定できます。

この VLANは、
Intersightにアクセスで
きる必要があります (2
ノードの展開には、

Intersightが必要で
す)。

（注）

CIMC VLAN

rawストレージトラフィック用に
使用されます。L2接続のみを必要
とします。

HyperFlexストレージトラフィッ
ク用 VLAN

vMotion VLANに使用されます。VLAN for VMware vMotion

VM/アプリケーションネットワー
クに使用されます。

ESXiの異なる VM
ポートグループでバッ

クアップされた複数の

VLANを指定できま
す。

（注）

VMネットワーク用の VLAN

サポートされている vCenterトポロジ

次の表を使用して、vCenterのサポートされているトポロジを決定します。
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推奨説明トポロジ

強く推奨外部サーバで実行され、サイ

トに対してローカル扱いとな

る仮想または物理vCenter。こ
のサーバには、管理ラックマ

ウントサーバを使用できま

す。

シングル vCenter

強く推奨WAN全体の複数のサイトを管
理する vCenter。

一元化された vCenter

HyperFlex Edgeクラスタのイ
ンストールは、vCenterがなく
ても先に実行できます。ま

た、外部vCenterを使用して展
開し、クラスタに移行するこ

ともできます。いずれの場合

も、実稼働ワークロードを実

行する前に、クラスタを

vCenterサーバに登録する必要
があります。

最新情報については、『HX
Data Platformへの vCenter導入
方法』テクニカルノートを参

照してください。

展開予定のクラスタ内で実行

される vCenter。
ネストされた vCenter

顧客導入情報

一般的な 2ノードの HyperFlex Edgeの導入の場合、9個の IPアドレスが必要です -管理ネット
ワーク用の 7個の IPアドレスと vMotionネットワーク用の 3個の IPアドレスです。

すべての IPアドレスは IPv4である必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートし
ていません。

重要

CIMC管理 IPアドレス

CIMC管理 IPアドレスサーバ

サーバ 1：

サーバ 2：

サブネットマスク
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CIMC管理 IPアドレスサーバ

ゲートウェイ

DNSサーバ

NTPサーバ

適切な Intersight接続を確保するた
めには、CIMCにNTPを設定する
必要があります。

（注）

ネットワークの IPアドレス

デフォルトでは、HXインストーラにより、ハイパーバイザデータネットワークとストレージ
コントローラデータネットワークに、169.254.X.Xの /24ネットワークとしての範囲内にある
IPアドレスが自動的に割り当てられます。この IPサブネットをユーザーが設定することはで
きません。

（注）

スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポートで有
効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断され、物理リンク障害時に必要な
ネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

（注）

管理ネットワークの IPアドレス

（ルーティング可能であること）

ストレージコントローラの管理ネットワー

ク

ハイパーバイザ管理ネットワーク

サーバ 1：サーバ 1：

サーバ 2：サーバ 2：

クラスタ IP:ストレージクラスタ管理 IPアドレス

サブネットマスク

デフォルトゲートウェイ
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VMware vMotionネットワーク IPアドレス

vMotionサービスの場合、固有のVMKernelポートを設定します。必要であれば、vMotionの管
理 VLANを使用している場合は vmk0を再使用することもできます（非推奨）。

vMotionネットワークの IPアドレス（post_installスクリプトを使用して設
定されている）

サーバ

サーバ 1：

サーバ 2：

サブネットマス

ク

ゲートウェイ

VMware vCenterの構成

HyperFlexは標準ポートを介して vCenterと通信します。ポート 80はリバース HTTPプロキシ
で使用されますが、TACのサポートを受けて変更できます。ポート 443は vCenter SDKへのセ
キュア通信に使用され、変更することはできません。

（注）

vCenter管理ユーザ名

username@domain

vCenter管理パスワード

vCenterデータセンターの名前

既存のデータセンター

オブジェクトを使用で

きます。データセン

ターが vCenterに存在
しない場合は、作成さ

れます。

（注）

VMware vSphereコンピューティン
グクラスタおよびストレージクラ

スタの名前

vCenterに表示されるク
ラスタ名。

（注）
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ポート要件

Intersightの接続性（37ページ）に記載されている前提条件に加えて、次のポート要件も満た
していることを確認します。

重要

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、標準のポート要件に加え、VMwareに
は VMware ESXiおよび VMware vCenterに対するポートが推奨されます。

• CIP-Mは、クラスタ管理 IPに使用します。

• SCVMは、コントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiは、ハイパーバイザの管理 IPです。

HyperFlexソリューションのコンポーネント通信に必要なポートの包括的なリストは、HX Data
Platform Security Hardening Guideの付録 Aに記載されています。

標準設定がなく、異なるポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表 C-5
ポートのリテラル値を参照してください。

ヒント

ネットワークサービス

• DNSサーバとNTPサーバは、HXストレージクラスタの外側に配置する必要があります。

•現時点では、信頼性の高いソースを提供するには、内部でホストされている NTPサーバ
を使用してください。

•すべての DNSサーバは、展開を開始する前に、ESXiの各ホストについて順方向 (A)およ
び逆方向 (PTR)の DNSレコードを事前設定しておく必要があります。DNSを前もって正
しく設定しておけば、ESXiホストを、IPアドレスではなく FQDNで vCenterに追加でき
ます。

この手順をスキップした場合には、ホストは IPアドレスで vCenterインベントリに追加さ
れ、ユーザは「vCenterクラスタのノードの識別方法を IPから FQDNに変更する」で説明
されている手続きに従って、FQDNに変換することが必要になります。

（注）

DNSサーバ

<Primary DNS Server IP address,
Secondary DNS Server IP address,
…>
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NTPサーバ

<Primary NTP Server IP address,
Secondary NTP Server IP address,
…>

タイムゾーン

例：US/Eastern、US/Pacific

コネクテッドサービス

コネクテッドサービスの有効化

（推奨）

[はい（Yes）]または [いいえ

（No）]が必要

サービス要求通知用の電子メー

ル

例：name@company.com

Proxy Server

• Intersightへの直接接続が使用できない場合、プロキシサーバの使用は任意です。

•プロキシを使用する場合は、サーバを Intersightアカウントに要求するためにプロキシを
使用するように、各サーバのデバイスコネクタを設定する必要があります。さらに、

HyperFlex Data Platformを正常にダウンロードできるようにするには、HXクラスタプロ
ファイルでプロキシ情報を指定する必要があります。

•ユーザー名/パスワードの使用はオプションです。

プロキシが必要です:イエスま
たはノー

Proxy Host

プロキシポート（Proxy Port）

Username

パスワード
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ゲスト VMトラフィック
ゲストVMトラフィックに関する考慮事項は、トポロジの選択に基づいて上記に示されます。
通常、正しい vSwitchに適用される限り、必要に応じてゲストポートグループを作成できま
す。

• 10/25GEトポロジ: vswitch-hx-vm-networkを使用して、新しいVMポートグループを作成
します。

Post_installスクリプトを実行して、クラスタ内のすべてのホスト上で正しい vSwitchesに自動
的に VLANを追加することを推奨します。後ほど、任意の時点で新しいゲスト VLANをクラ
スタに追加するには、hx_post_install --vla (スペースの後には 2つのダッシュ)を実行します。

残りの vmnicまたはサードパーティ製のネットワークアダプタを使用する追加の vSwitchesが
作成される場合があります。HyperFlexによって定義されたvSwitchesに変更が加えられないよ
うに注意する必要があります。

ユーザーが作成した追加のvSwitchesは、管理者単独で責任を有し、HyperFlexによって管理さ
れません。

（注）

Intersightの接続性
Intersightの接続性に関する次の前提条件を考慮してください。

• HXサーバのセットに HXクラスタをインストールする前に、対応する Cisco IMCインス
タンスのデバイスコネクタがCisco Intersightに接続するように適切に設定され、登録され
ていることを確認します。

•インストールフェーズ中のポート 80、443、および 8089を介したCIMCと vCenter間の通
信。

•すべてのデバイスコネクタは、svc.intersight.comを適切に解決でき、かつポート 443のア
ウトバウンドで開始されるHTTPS接続を許可する必要があります。現在のHXインストー
ラバージョンでは、HTTPプロキシの使用がサポートされています。

•すべてのコントローラの VM管理インターフェイスは、svc.intersight.comを適切に解決で
き、ポート 443のアウトバウンドで開始される HTTPS接続を許可する必要があります。
現在の HXインストーラバージョンは、インターネットへの直接接続がない場合、HTTP
プロキシの使用をサポートしています。

• IP接続 (L2または L3)は、各サーバの CIMC管理 IPから次のすべてに必要です。ESXi管
理インターフェイス、HyperFlexコントローラ VM管理インターフェイス、vCenterサー
バ。このパスのファイアウォールは、『Hyperflex Hardeningガイド』で説明されている必
要なポートを許可するように設定する必要があります。

•同じサーバにHyperFlexを再展開する場合、新しいコントローラVMを Intersightからすべ
ての ESXiホストにダウンロードする必要があります。これには、各 ESXiホストが
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svc.intersight.comを解決し、ポート 443上の発信側で開始したHTTPS接続を許可すること
が必要です。コントローラVMのダウンロードにプロキシサーバを使用することはサポー
トされており、必要に応じて HyperFlexクラスタプロファイルで設定できます。

•クラスタの展開後、継続的な管理のために Intersight内で新しいHXクラスタが自動的に登
録されます。

Cisco HyperFlex Edge非表示クラウド監視
Cisco Hyperflex Edge非表示クラウド監視は、監視VMまたは調停ソフトウェアの必要性を排除
する、Cisco Hyperflex Edgeの導入における革新的なテクノロジーです。

Cisco Hyperflex Edge非表示クラウド監視は、2ノード HX Edge展開にのみ必要です。監視に
は、追加のインフラストラクチャ、セットアップ、設定、バックアップ、パッチ、または管理

は必要ありません。この機能は、2ノード HyperFlex Edgeのインストールの一部として自動的
に設定されます。リモートサイトでのアウトバウンドアクセスは、相互に接続するために存

在している必要があります (Intersight.comまたは Intersight仮想アプライアンス)。HyperFlex
Edge 2ノードクラスタは、この接続が確立されていないと動作しません。

非表示クラウド監視機能の利点、運用、および障害のシナリオの詳細については、次を参照し

てください。https://www.cisco.com/c/dam/en/us/products/collateral/hyperconverged-infrastructure/
hyperflex-hx-series/whitepaper-c11-741999.pdf

Cisco HyperFlex Edgeサーバーの注文
Cisco HyperFlex Edgeサーバを注文する場合は、HyperFlex Edge仕様シートの説明に従って、正
しいコンポーネントを選択してください。ネットワークトポロジの選択に注意して、目的の設

定と一致することを確認します。ネットワークトポロジの PID選択の詳細については、仕様
シートの補足資料セクションを参照してください。
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C H A P T E R 4
3および 4ノードエッジ展開用事前装着
チェックリスト

Ciscoでは、シームレスなグローバル管理エクスペリエンスを実現するため、すべてのHyperFlex
Edge展開に Cisco Intersightを使用することを推奨しています。 Cisco HyperFlex Edgeの 3ノー
ドおよび 4ノードのクラスタは、Cisco Intersightまたはオンプレミスのインストーラ VMのい
ずれかを使用して展開できます。Cisco HyperFlex Edge 2ノードクラスタでは、非表示のクラ
ウド監視を使用して、初期展開および継続的な運用に Cisco Intersightを使用する必要がありま
す。HyperFlex Edge 2ノードクラスタでは、オンプレミス HyperFlexインストーラ VMを使用
して展開することはできません。

Cisco HyperFlexエッジは、1ギガビットイーサネット（GE）と 10/25 GEインストールオプ
ションの両方を提供します。どちらのトポロジも、高度なネットワークの柔軟性と冗長性を実

現するため、シングルトップオブラック（ToR）およびデュアル ToRスイッチオプションを
サポートしています。ネットワークトポロジは、初期展開時に選択され、完全な再インストー

ルなしで変更またはアップグレードすることはできません。将来のニーズを念頭に置いて、

ネットワークトポロジを慎重に選択してください。クラスタに最適なトポロジを決定する際に

は、次の点を考慮してください。

•より高いパフォーマンスと将来のノード拡張機能のため、10/25GEトポロジを選択してく
ださい。Cisco VICベースのハードウェアまたは Intel NICベースのアダプタを選択できま
す。

•ノードの拡張を必要としないクラスタ、および ToRスイッチに使用可能な 10GEポートが
ないインスタンス：1GEトポロジを選択してください。

3ノードまたは 4ノードのネットワークトポロジの選択, on page 40

• 3および 4ノードネットワークトポロジ, on page 40

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
39



3および 4ノードネットワークトポロジ

3ノードまたは 4ノードのネットワークトポロジの選択
3ノードまたは 4ノードトポロジを選択するとき、初期展開時に選択されるネットワークトポ
ロジは、完全な再インストールなしで変更またはアップグレードすることはできないことにご

注意ください。将来のニーズを念頭に置いてネットワークトポロジを慎重に選択し、次のCisco
HyperFlex製品を考慮してください。

• Cisco VICベースハードウェアまたは Intel NICベースアダプタを搭載した 10/25 Gigabit
（GE）トポロジ

•ノード拡張を必要とせず、トップオブラック（ToR）スイッチに使用可能な 10GEポート
がないクラスタ向けの 1GEトポロジ。

Cisco IMC接続、物理ケーブル配線、ネットワーク設計、および構成の注意事項の詳細につい
ては、次の使用可能なトポロジのリストから選択してください。

• 10または 25GE VICベースのトポロジ（40ページ）

• 10または 25GE NICベーストポロジ（49ページ）

• 1ギガビットイーサネットトポロジ（55ページ）

10/25GEまたは 1GE ToR物理ネットワークとケーブルのセクションが完了したら、ネットワー
クの共通要件チェックリスト（65ページ）に進みます。

10または 25GE VICベースのトポロジ

10または 25GE VICベースのトポロジ

10または 25ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、スイッチ (デュアルまたは
スタック構成のスイッチを使用している場合)、リンクおよびポートの障害から保護する、フ
ル冗長型のデザインを提供します。10/25GEスイッチは、1台または 2台のスタンドアロンス
イッチとして、またはスイッチスタック構成で使用することができます。

10/25GE VICベーストポロジの Cisco IMC接続

3ノードおよび 4ノード 10/25ギガビットイーサネット (GE)トポロジに、次の Cisco IMC接続
オプションのいずれかを選択します。

•専用の 1GE Cisco IMC管理ポートを使用することが推奨されます。このオプションには追
加のポートとケーブルが必要ですが、ネットワークの競合を防ぎ、各物理サーバへのアウ

トオブバンドアクセスを常にオンにすることができます。

•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco IMCトラフィックが 10/25GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作する場
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合、トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない到達可

能性は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

•ファブリックインターコネクトベース環境では、シングルワイヤ管理を使用する場
合、内蔵QpSによりCisco IMCおよびサーバ管理への妨害のないアクセスが保証され
ます。HyperFlex Edge環境では、QoSが適用されないため、専用管理ポートの使用が
推奨されます。

上記の Cisco IMC接続の選択にかかわらず、同様の Cisco UCS Cシリーズサーバについては、
『サーバ設置およびサービスガイド』の次の手順に従い、Cisco IMCに IPv4管理アドレスを
割り当てる必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートしていません。

10/25GE VICベーストポロジ用物理ネットワークおよびケーブル配線

VLAN機能を備えたマネージドスイッチ (1または 2)が必要です。Ciscoは、Catalystおよび
Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、提供します。こ
れらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円滑な展開とシー

ムレスな継続的運用が可能になります。

デュアルスイッチの構成には、スイッチの障害、リンクの障害、ポートの障害から保護する完

全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。スタンドアロンまたはスタック構成

が行われている 2つのスイッチと、2つの 10/25GEポート、CIMC管理用の 1つの 1GEポー
ト、サーバごとに 1つのCisco VIC 1457が必要です。トランクポートは、唯一サポートされて
いるネットワークポート設定です。

シングルスイッチの設定では、サーバごとに 1台のスイッチ、2つの 10/25GEポート、CIMC
管理の 1GEポート、1個の Cisco VIC 1457のみを必要とするシンプルなトポロジが実現しま
す。スイッチレベルの冗長性は提供されませんが、すべてのリンク/ポートおよび関連するネッ
トワークサービスは完全に冗長であり、障害を許容することができます。

10および 25GEトポロジ両方の要件

次の要件は両方の 10/25GEトポロジに共通であり、展開を開始する前に満たす必要がありま
す。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

• HyperFlexノードごとに専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 1個の 1GE
ToRスイッチポートと、1個 (1個)のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Cisco VIC 1457 (各サーバのMLOMスロットに取り付けられている)

•旧世代の Cisco VICハードウェアは、2ノードまたは 4ノードの HX Edgeクラスタで
はサポートされていません。

• HyperFlexノードごとに 2個の 10GE ToRスイッチポートおよび 4個の 10GE SFP +ま
たは SFP28ケーブル (お客様が提供。選択したケーブルがスイッチモデルと互換性が
あることを確認します。)
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• Cisco VIC 1457は、Cisco HyperFlexリリース 4.0(1a)以降で 10GEインターフェイスの
速度をサポートしています。

• Cisco VIC 1457は Cisco HyperFlexリリース 4.0(2a)以降で 25GEインターフェイスの速
度をサポートしています。

• 40GEインターフェイスの速度はサポートされておらず、Cisco VIC 1457ではサポー
トされていません。

25GEを使用した HX Edgeクラスタの要件

25GEモードを使用するには、通常、選択したケーブルのタイプと長さに応じて、前方誤り訂
正 (FEC)を使用する必要があります。デフォルトでは、VIC 1400シリーズは CL91 FECモード
で設定されます (Cisco IMC UIで使用可能な場合、FECモード「auto」は CL91と同じです)。
自動 FECネゴシエーションはサポートされません。特定のスイッチでリンクステートをアッ
プにするには、この FECモードに合わせて手動で設定する必要があります。リンクをアップ
にするには、スイッチと VICポートの両方で FECモードが一致している必要があります。使
用中のスイッチがCL91をサポートしていない場合、スイッチで使用可能なFECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用するように設定できます。これには、[VIC設定 (VIC
configuration)]タブの [CIMC UI]で、手動で FECモードを変更する必要があります。HyperFlex
Edgeの展開は、スイッチと VICポートからリンクステートがアップになったと報告されるま
で、開始しないでください。CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも呼ばれ、CL91は RS-FEC
(リードソロモン)とも呼ばれています。Cisco IMC GUIを使用してVICで設定されている FEC
モードを変更する方法については、『CISCO UCS Cシリーズ Integrated Management Controller
リリース 4.1 GUIコンフィギュレーションガイド』を参照してください。

（注）

物理的なケーブル接続を続行するには、シングルスイッチまたはデュアルスイッチの設定を

選択します。

10/25GE VICベースのデュアルスイッチの物理ケーブル配線

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

デュアルスイッチの設定には、スイッチの障害、リンクの障害、ポートの障害から保護する完

全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。HyperFlexノードごとに、スタンド
アロンまたはスタック構成の 2つのスイッチ、および 2 x 10GEポート、1 x 1GEポート (専用
CIMC)、および 1 x Cisco VIC 1457 MLOMカードが必要です。トランクポートは、唯一サポー
トされているネットワークポート設定です。

冗長性を追加するためデュアルToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについて
は、次の図を参照してください)。
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アップストリームネットワークの要件

• VLAN機能を備えた 2台のマネージドスイッチ（スタンドアロンまたはスタック構成）

• HyperFlexノードごとに 2 x 10GEポートおよび 1 x 1GEポート。

10/25GEポートはすべてトランクで、適用可能なすべてのVLANを許可する必要がありま
す。専用の CIMCポートに接続すると、すべての 1GEポートがトランキングまたはアク
セスモードになることがあります。

•ジャンボフレームを設定する必要はありません。

• Cisco Integrated Management Controller（CIMC）へのアクセスを中断させないために、すべ
てのポートに PortFastトランクを設定する必要があります。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

• Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 1個を、各サーバから同じ ToRスイッチに接続
します。

•同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

同じVICポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィック
に対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯
域幅が消費されます。

（注）

• Cisco VICの 2番目の 10/25GEポートを、各サーバからもう一方の ToRスイッチに接続し
ます。同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。
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10/25GE VICベースの単一スイッチの物理ケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

シングルスイッチの設定では、サーバごとに 1台のスイッチ、2台の 10/25GEポート、1台の
1 GEポートのみを必要とするシンプルなトポロジが実現します。リンクレベルの冗長性は、
すべての HyperFlexネットワークサービスに提供されます。ただし、単一の ToRスイッチで
動作している場合、スイッチレベルの冗長性は提供されません。トランクポートは、唯一サ

ポートされているネットワークポート設定です。重要な本番稼働アプリケーションには、デュ

アルスイッチの冗長性が推奨されます。

1個の ToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについては、次の図を参照してく
ださい)。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面にある「M」というラ
ベルが付いた)の 1GE管理ポートをスイッチまたはアウトオブバンド管理スイッチに接続
します。

• Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 2つを、各サーバから同じ ToRスイッチに接続
します。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。
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3ノードおよび 4ノード 10/25GE VICベーストポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

仮想スイッチ

vSwitchが 4つ必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理ネットワー
ク

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HXストレージコ
ントローラデータネットワーク

• vmotion：vMotionインターフェイス（vmk2）

• vswitch-hx-vm-network：VMゲストポートグループ
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ネットワークトポロジ:

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、インバン
ド管理およびvmotionvSwitchesとしての逆のフェールオーバー順序を使用して、トラフィッ
クの負荷分散を行います。

• vmotion：vMotion VMKernelポート（vmk2）は post_installスクリプトの使用時に設定され
ます。フェールオーバーの順序は、アクティブ/スタンバイに設定されます。

• vswitch-hx-vm-network：vSwitchがアクティブ/アクティブに設定されます。必要に応じ
て、個々のポートグループを上書きできます。

10/25GE VICベースのスイッチ構成の注意事項

最低でも 3つの VLANが必要です。

•次の条件で 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および Cisco
IMC管理。
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• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります (Cisco Intersightによる管理)。

• Cisco IMC管理の共有 LOM拡張モードを使用する場合は、専用の VLANが推奨され
ます。

• Cisco HyperFlexのストレージトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティ
ングされていない VLANである必要があります。固有である必要があり、管理 VLANと
重複することはできません。

• vMotionトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティングされていない
VLANにすることができます。

これらのVLANの必要性を縮小したり、削除したりすることはで
きません。このインストールが試行された場合は失敗します。

（注）

•ゲストVMトラフィックには、追加のVLANが必要です。これらのVLANは、ESXiの追
加ポートグループとして設定され、ToRスイッチでポートに面するすべての接続をトラ
ンクおよび許可する必要があります。

•これらの追加ゲストVM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維
持を望む環境では、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できま
す。

Cisco VICの特性は、同じ物理ポートから複数の vNICsから切り
離されているため、同じホスト上で実行されているインターフェ

イスまたはサービスにL2で通信するために、vswitch-hx-vm-network
上でゲストVMトラフィックを設定することはできません。a)別
のVLANを使用しL3ルーティングを実行するか、b)管理インター
フェイスへのアクセスが必要なゲスト VMが
vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに配置されていることを推奨しま
す。一般に、vm-network vSwitchを除き、ゲストVMをHyperFlex
で設定された vSwitchesのいずれにも配置しないでください。使
用例としては、いずれかのノードで vCenterを実行する必要があ
り、実行している ESXiホストを管理するための接続が必要な場
合などがあります。この場合は、上記の推奨事項のいずれかを使

用して、接続が中断されないようにします。

（注）
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• Cisco VICに接続されているスイッチポートは、パスが許可された適切な VLANを使用し
て、トランクモードで設定する必要があります。

•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

•すべてのクラスタトラフィックは、10/25GEトポロジ内の ToRスイッチを通過します。

•スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポート
で有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）

その他の考慮事項

•必要に応じて、HX Edgeノードにサードパーティ製のNICカードをさらにインストールで
きます。ネットワークガイドへのリンクについては、第 1章の項を参照してください。

• VIC以外のすべてのインターフェイスは、インストールが完了するまでシャットダウンす
るか、ケーブルを切断している必要があります。

• MLOMスロットでは、HX Edgeノードごとに 1つの VICのみがサポートされます。PCIe
ベース VICアダプタは、HX Edgeノードではサポートされていません。

VICベースの 10/25GEのジャンボフレーム

通常、ジャンボフレームは、ネットワーク上で送信されるパケット数を減らし、効率を向上さ

せるために使用されます。以下では、10/25GEトポロジでジャンボフレームを使用する際のガ
イドラインについて説明します。

•ジャンボフレームを有効にするオプションは、最初のインストール中にのみ提示され、後
で変更することはできません。

•ジャンボフレームは、ベストプラクティスですが不要です。ジャンボフレームをオプト
アウトする場合は、すべてのネットワークスイッチでMTUを 1500バイトに設定したま
まにします。

•最適なパフォーマンスのために、ジャンボフレームをオプションで有効にできます。フル
パスMTUが 9000バイト以上であることを確認します。ジャンボフレームを有効にする
場合は、次の点に注意してください。

•デュアルスイッチセットアップを実行する場合、すべてのスイッチインターコネク
トおよびスイッチアップリンクでジャンボフレームが有効であることが不可欠です。

フルパスMTUを確認しないと、リンクまたはスイッチの失敗後、トラフィックのパ
スが許可されない場合にクラスタがオフになる可能性があります。
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• HyperFlexインストーラは、ノードのいずれかでスタンバイリンクを使用するため、
フェールオーバーを強制する初期展開で、ワンタイムテストを実行します。スイッチ

のケーブル接続が適切に行われている場合、エンドツーエンドパスMTUをテストし
ます。障害が検出された場合、この警告をバイパスしないでください。問題を修正

し、インストーラを再試行して、検証チェックに合格するようにしてください。

•これらの理由と削除が複雑なため、デュアルスイッチセットアップを使用する場合
はジャンボフレームを無効にすることをお勧めします。

•ジャンボフレームを有効にするためのオプションは、ネットワーク設定ポリシーの下の
HyperFlexクラスタプロファイルの下にあります。ボックスをチェックすると、ジャンボ
フレームが有効になります。ボックスをチェックしないと、ジャンボフレームは無効のま

まになります。

次の手順：

ネットワークの共通要件チェックリスト（65ページ）を完了します。

10または 25GE NICベースのトポロジ

10または 25GE NICベーストポロジ

10または25ギガビットイーサネット（GE）スイッチNICベーストポロジは、スイッチ（デュ
アルまたはスタック構成のスイッチを使用している場合）、リンクおよびポートの障害から保

護する、フル冗長型のデザインを提供します。10/25 GEスイッチは、1つまたは 2つのスタン
ドアロンスイッチを利用するか、スイッチスタックの構成で利用することができます。

10または 25ギガビットイーサネット（GE）ネットワークインターフェイスカード（NIC）
ベースのトポロジは、VICベースのトポロジに代わるオプションです。NICまたはVICベース
トポロジは、スイッチ(デュアルまたはスタック構成のスイッチを使用している場合)、リンク
およびポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。10/25GEスイッチ
は、2つのスタンドアロンスイッチを利用するか、スイッチスタックの構成で利用することが
できます。NICベースのトポロジの展開を検討する前に、次の要件とサポートされるハード
ウェアを検討してください。

NICベースのトポロジの要件

展開を開始する前に、次の要件とハードウェアを考察する必要があります。

• NICベース展開は HXDPリリース 5.0(2a)以降でサポートされています

• VMware ESXi 7.0 U3以降

• NICベースクラスタは、Intersight展開のみに対してサポートされ、Intersight Essentialsラ
イセンスを必要とします

• NICベース HX展開は、HX 220/225/240/245 M6ノードにのみサポートされます。

•エッジと DC-no-FIクラスタのみをサポートします
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• 10/25GEデュアルトップオブラック（ToR）スイッチ

• Cisco HXハードウェアにインストールされた 1台の Intel 710/810クアッドポート NICま
たは 2台の Intel 710/810シリーズデュアルポート NIC。サポートされる NICオプション
は以下のとおりです。

• Intel X710-DA2デュアルポート 10Gb SFP+ NIC（HX-PCIE-ID10GF）

• Intel X710クワッドポート 10G SFP+ NIC（HX-PCIE-IQ10GF）

• Cisco-Intel E810XXVDA2 2x25/10 GbE SFP28 PCIe NIC（HX-P-I8D25GF）

• Cisco-Intel E810XXVDA4L 4x25/10 GbE SFP28 PCIe NIC（HX-P-I8Q25GF）

10/25GE NICベーストポロジの Cisco IMC接続

3ノードおよび 4ノード 10/25ギガビットイーサネット (GE)トポロジに、次の Cisco IMC接続
オプションのいずれかを選択します。

•専用の 1GE Cisco IMC管理ポートを使用することが推奨されます。このオプションには追
加のポートとケーブルが必要ですが、ネットワークの競合を防ぎ、各物理サーバへのアウ

トオブバンドアクセスを常にオンにすることができます。

•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco IMCトラフィックが 10/25GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作する場
合、トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない到達可

能性は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

上記の Cisco IMC接続の選択にかかわらず、同様の Cisco UCS Cシリーズサーバについては、
『サーバ設置およびサービスガイド』の次の手順に従い、Cisco IMCに IPv4管理アドレスを
割り当てる必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートしていません。

10/25GE NICベーストポロジ用物理ネットワークおよびケーブル配線

VLAN機能を備えた 2つのマネージドスイッチが必要です。Ciscoは、CatalystおよびNexusス
イッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、提供します。これらのス

イッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円滑な展開とシームレスな

継続的運用が可能になります。

デュアルスイッチの設定には、スイッチの障害、リンクの障害、ポートの障害から保護する完

全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。スタンドアロンまたはスタック構成

が行われている 2つのスイッチと、2つの 10/25GEポート、CIMC管理用の 1GEポート、サー
バごとに 1個のクワッドポートまたは2個のデュアルポート NICが必要です。トランクポー
トは、特定のサポートされているネットワークポート設定です。

10および 25GEトポロジ両方の要件

次の要件は両方の 10/25GEトポロジに共通であり、展開を開始する前に満たす必要がありま
す。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)
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•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• 1つの IntelクアッドポートNICまたは 2つの IntelデュアルポートNICを次のように PCIE
スロットに取り付けます。

• HX 220/225ノード：クアッドポート NICには PCIEスロット 1と 2を使用するか、
デュアルポートには PCIEスロット 1と 2を使用します。

• NIC HX 240/245ノード：クアッドポート NICには PCIEスロット 4を使用するか、
デュアルポート NICには PCIEスロット 4および 6を使用します。

次の手順：

10/25GEまたは 1GE ToR物理ネットワークとケーブルのセクションが完了したら、ネットワー
クの共通要件チェックリスト（65ページ）に進みます。

10/25GE NICベースのデュアルスイッチの物理ケーブル配線

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

冗長性を追加するためデュアルToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについて
は、次の図を参照してください)。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

同じNICポート番号を使用しない場合、サーバー間のトラフィッ
クに対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に
帯域幅が消費されます。

（注）

•各ノードの最初の NICポート（左から）を最初の ToRスイッチ（switchA）に接続しま
す。

•各ノードの 2番目の NICポート（左から）を 2番目の ToRスイッチ（switchB）に接続し
ます。

•各ノードの 3番目の NICポート（左から）を最初の ToRスイッチ（switchA）に接続しま
す。

•各ノードの 4番目の NICポート（左から）を 2番目の ToRスイッチ（switchB）に接続し
ます。
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ケーブル配線については、上記の注意事項に従ってください。上

記の推奨事項から逸脱すると、クラスタの展開が失敗する可能性

があります。

（注）

同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用

します。接続の詳細については、以下のトポロジ図を参照してく

ださい。

（注）

1 xクアッドポート NICのネットワークケーブル配線図
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2 xデュアルポート NICのネットワークケーブル接続図

3ノードおよび 4ノード 10/25GE NICベーストポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

仮想スイッチ

vSwitchが 4つ必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理ネットワー
ク、vMotionインターフェイス（vmk2）およびゲスト VMポートグループ

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HXストレージコ
ントローラデータネットワーク

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
53

3および 4ノードエッジ展開用事前装着チェックリスト

3ノードおよび 4ノード 10/25GE NICベーストポロジの仮想ネットワーク設計



ネットワークトポロジ（Network Topology）

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、インバン
ド管理およびvmotionvSwitchesとしての逆のフェールオーバー順序を使用して、トラフィッ
クの負荷分散を行います。

NICベースの 10/25GEのジャンボフレーム

通常、ジャンボフレームは、ネットワーク上で送信されるパケット数を減らし、効率を向上さ

せるために使用されます。以下では、10/25GEトポロジでジャンボフレームを使用する際のガ
イドラインについて説明します。

•ジャンボフレームを有効にするオプションは、最初のインストール中にのみ提示され、後
で変更することはできません。
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•ジャンボフレームは、ベストプラクティスですが不要です。ジャンボフレームをオプト
アウトする場合は、すべてのネットワークスイッチでMTUを 1500バイトに設定したま
まにします。

•最適なパフォーマンスのために、ジャンボフレームをオプションで有効にできます。フル
パスMTUが 9000バイト以上であることを確認します。ジャンボフレームを有効にする
場合は、次の点に注意してください。

•デュアルスイッチセットアップを実行する場合、すべてのスイッチインターコネク
トおよびスイッチアップリンクでジャンボフレームが有効であることが不可欠です。

フルパスMTUを確認しないと、リンクまたはスイッチの失敗後、トラフィックのパ
スが許可されない場合にクラスタがオフになる可能性があります。

• HyperFlexインストーラは、ノードのいずれかでスタンバイリンクを使用するため、
フェールオーバーを強制する初期展開で、ワンタイムテストを実行します。スイッチ

のケーブル接続が適切に行われている場合、エンドツーエンドパスMTUをテストし
ます。障害が検出された場合、この警告をバイパスしないでください。問題を修正

し、インストーラを再試行して、検証チェックに合格するようにしてください。

•これらの理由と削除が複雑なため、デュアルスイッチセットアップを使用する場合
はジャンボフレームを無効にすることをお勧めします。

•ジャンボフレームを有効にするためのオプションは、ネットワーク設定ポリシーの下の
HyperFlexクラスタプロファイルの下にあります。ボックスをチェックすると、ジャンボ
フレームが有効になります。ボックスをチェックしないと、ジャンボフレームは無効のま

まになります。

次の手順：

ネットワークの共通要件チェックリスト（65ページ）を完了します。

1ギガビットイーサネットトポロジ

1ギガビットイーサネットトポロジ

1ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、要件に応じて2つの設計を提供します。
デュアルスイッチ設計は、スイッチ (デュアルまたはスタックスイッチを使用している場合)、
リンクおよびポートの障害からネットワークを保護する完全な冗長設計です。他の単一スイッ

チトポロジではネットワークの冗長性が提供されないため、実稼働クラスタには推奨されませ

ん。

1ギガビットイーサネットトポロジ用 Cisco IMC接続

3ノードおよび 4ノード 10ギガビットイーサネット (GE)トポロジに、次の Cisco IMC接続オ
プションのいずれかを選択します。

•専用の 1GE Cisco IMC管理ポートを使用することが推奨されます。このオプションには追
加のポートとケーブルが必要ですが、ネットワークの競合を防ぎ、各物理サーバへのアウ

トオブバンドアクセスを常にオンにすることができます。

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
55

3および 4ノードエッジ展開用事前装着チェックリスト

1ギガビットイーサネットトポロジ



•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco LOMトラフィックが1GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作する場合、
トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない到達可能性

は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

•ファブリックインターコネクトベース環境では、シングルワイヤ管理を使用する場
合、内蔵QpSによりCisco IMCおよびサーバ管理への妨害のないアクセスが保証され
ます。HyperFlex Edge環境では、QoSが適用されないため、専用管理ポートの使用が
推奨されます。

上記の Cisco IMC接続の選択にかかわらず、同様の Cisco UCS Cシリーズサーバについては、
『サーバ設置およびサービスガイド』の次の手順に従い、Cisco IMCに IPv4管理アドレスを
割り当てる必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートしていません。

1GEトポロジ用物理ネットワークおよびケーブル接続

VLAN機能を備えたマネージドスイッチ (1または 2)が必要です。Ciscoは、Cisco Catalystお
よび Cisco Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、提供
します。これらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円滑な

展開とシームレスな継続的運用が可能になります。

デュアルスイッチのケーブル接続には、スイッチの障害、リンクの障害、スイッチポートの

障害、LOM/PCIe NIC HWの障害から保護する完全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが
含まれます。サーバごとに、スタンドアロンまたはスタック構成が行われている2つのスイッ
チ、クラスタおよびVMトラフィックに 4個の 1GEポート、CIMC管理に 1個の 1GEポート、
1個の Intel i350 PCIe NICが必要です。トランクポートは、唯一サポートされているネットワー
クポート設定です。

シングルスイッチの設定では、1台のスイッチを必要とするシンプルなトポロジ、クラスタと
VMトラフィック用に 2個の 1GEポート、CIMC管理用に 1個の 1GEポートを提供し、追加
の PCIe NICは必要ありません。リンクまたはスイッチの冗長性はありません。サポートされ
ている 2つのネットワークポート設定は、アクセスポートとトランクポートです。

冗長性の欠如により、シングルスイッチ1GE設定は非実稼働環境に対してのみ推奨されます。（注）

物理的なケーブル接続を続行するには、シングルスイッチまたはデュアルスイッチの設定を

選択します。

1ギガビットイーサネットデュアルスイッチケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

展開を開始する前に、次の要件を満たす必要があります。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)
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• HyperFlexサーバごとに専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 1個の 1GE
ToRスイッチポートと、1個のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Intel i350 PCIe NIC [HX-UCSC-PCIE-IRJ45] (各サーバの PCIeスロットに取り付け済み)。

•このNICは発注時に選択して、工場出荷時に取り付けることができます。個別に発注
した場合は現場で NICを取り付けます。単一のソケット CPU設定をサポートしてい
るため、ライザ #1または #2を使用できますが、ライザ #1の使用を推奨します。

• HyperFlexサーバごとに 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2個のカテゴリ 6イーサ
ネットケーブル (お客様が提供)。

• Cisco VICはこのトポロジでは使用されません

• MLOMフォームファクタの Intel i350はサポートされていません。

• Intel x550 Lan-on-motherboard LOM (Cisco UCSマザーボードに内蔵)

• HyperFlexサーバごとに 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2個のカテゴリ 6イーサ
ネットケーブル (お客様が提供)。

このトポロジでは、1GE速度のみサポートされています。10GbaseT
スイッチを使用した10GE LOMポートは、サポートされていませ
ん。代わりに、1GEの速度を手動で設定するか、このガイドで説
明されているサポートされている 10GEトポロジのいずれかを使
用します。

（注）

冗長性を追加するためデュアル ToRを使用して展開する場合。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

•全サーバ上の両方の統合済みLan-on-motherboard (LOM)ポートを同じToRスイッチに接続
します。

冗長性は vSwitchレベルで確保され、統合済み LOMからの 1つ
のアップリンクポート、および各 vSwitchの PCIe NICからの 1
つのアップリンクポートが含まれます。LOMポートを異なるス
イッチに接続しないでください。

（注）

• i350 NICの 4つの 1GEポートのうち 2つを、各サーバから同じ ToRスイッチに接続しま
す。

•同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。
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同じポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィックに対

して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯域幅
が消費されます。

（注）

• LOMポート接続と同じスイッチを使用しないでください。

•クラスタのインストール前に、i350 NICから 2つ以上の 1GEポートを接続しないでくだ
さい。クラスタの導入後、ゲスト VMトラフィック用に追加で 2つの 1GEポートをオプ
ションで使用できます。追加の使用可能なNICポートの使用に関するガイドラインについ
ては、『Cisco HyperFlex Systems:ネットワーキングトポロジ』を参照してください。

1ギガビットイーサネットシングルスイッチケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

1個の ToRを使用して展開する場合 (ビジュアルレイアウトについては、次の図を参照してく
ださい)。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面にある「M」というラ
ベルが付いた)の 1GE管理ポートをToRスイッチまたはアウトオブバンド管理スイッチに
接続します。

•全サーバ上の両方の統合済みLan-on-motherboard (LOM)ポートを同じToRスイッチに接続
します。
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このトポロジでは、1GE速度のみサポートされています。10GbaseT
スイッチを使用した10GE LOMポートは、サポートされていませ
ん。代わりに、1GEの速度を手動で設定するか、このガイドで説
明されているサポートされている 10GEトポロジのいずれかを使
用します。

（注）

アクセスポートとトランクポートについて

イーサネットインターフェイスは、次のように、アクセスポートまたはトランクポートとし

て設定できます。

•アクセスポートはインターフェイス上に設定された 1つの VLANだけに対応し、1つの
VLANのトラフィックだけを伝送します。

•トランクポートはインターフェイス上に設定された 1つ以上の VLANに対応しているた
め、複数の VLANのトラフィックを同時に伝送できます。

次の表に、アクセスポートとトランクポート間の違いの概要を示します。この表に記載され

ている詳細を確認して、導入環境に使用するポートを決定できます。

このガイドはトランクポートを前提に書かれています。ユーザの導入環境にもトランクポー

トを強く推奨します。

重要

Access Portsトランクポート

トランクポートよりも導入プロセスがシンプ

ルです。

CIMC、ESXi、および HXデータプラット
フォームインストーラ内で行う必要があるもっ

と多くの VLANタグのセットアップと定義が
必要になります。
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Access Portsトランクポート

管理、vMotion、およびVMゲストトラフィッ
クで単一のサブネットを共有する必要があり

ます。

管理、vMotion、およびVMゲストトラフィッ
クを異なるサブネットに論理的に分けること

ができます。

個別の VLANにポート 1と 2を設定するため
のマネージドスイッチが必要です。ストレー

ジトラフィックは、例外なく、専用の VLAN
を使用する必要があります。

ESXiに L2ネットワークを追加できる柔軟性
があります。

トランクポートとアクセスポートのいずれにも、個別の VLANにポート 1と 2を設定するた
めのマネージドスイッチが必要です。

（注）

3および 4ノード 1ギガビットイーサネットトポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

仮想スイッチ

各 ESXiホストで推奨される設定では、次のネットワークを切り分ける必要があります。

•管理トラフィックネットワーク

•データトラフィックネットワーク

• vMotionネットワーク

• VMネットワーク

最小ネットワーク構成では、最小限で次の 2つの個別ネットワークが必要です。

•管理ネットワーク（vMotionと VMネットワークを含む）

•データネットワーク（ストレージトラフィック用）

それぞれのネットワークに対応する 2つの vSwitchが必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理 (vmk0)、HyperFlexストレージコントローラ管理、
VMゲストポートグループ

• vswitch-hx-storage-data—HyperFlex ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HyperFlex
ストレージデータネットワーク、vMotion（vmk2）。
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シングルスイッチの設定を使用してHyperFlex Edgeを導入すると、ストレージデータ vSwitch
および関連付けられたポートグループのフェールオーバー順序（スタンバイアダプタのみ追加

された状態）が表示されます。アクティブアダプタが不足している場合でも、それが原因でク

ラスタに機能上の問題が生じることはありません。フェールオーバー順序はインストールプロ

セスで設定された順序のままにしておくことを推奨します。

（注）

ネットワークトポロジ:デュアルスイッチの設定
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ネットワークトポロジ:シングルスイッチの設定

フェールオーバー順序: -デュアルスイッチ設定のみ:

vswitch-hx-inband-mgmt：2つのアップリンク上で、vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに
設定されます。デフォルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必
要に応じてフェールオーバーされます。VMポートグループのフェールオーバー順序は、必要
に応じて、かつより適切なロードバランシングになるようにオーバーライドできます。

vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、同じアクティ
ブ/スタンバイ順序に設定されます。post_installスクリプトを使用して設定されている場合、
vMotion VMKernelポートは反対の順序を使用するように設定されます。これにより、直接接
続リンクの完全な使用率が確保されます。

1ギガビットイーサネットスイッチ設定時の注意事項

•次の条件で最小の 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および
Cisco IMC管理。

• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります (Cisco Intersightによる管理)。
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• Cisco HyperFlexのストレージトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティ
ングされていない VLANである必要があります。固有である必要があり、管理 VLANと
重複することはできません。

管理 VLANと 2番目のデータ VLANの両方の必要性を縮小した
り、なくしたりすることはできません。このインストールが試行

された場合は失敗します。

（注）

•ゲストVMトラフィックには、追加のVLANが必要です。これらのVLANは、ESXiの追
加ポートグループとして設定され、すべての接続を ToRスイッチにトランクする必要が
あります。

•これらの追加ゲストVM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維
持を望む環境では、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できま
す。

• Intel i350に接続されているスイッチポートは、パスが許可された適切な VLANを使用し
て、トランクモードで設定する必要があります。

•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

• VMware vMotionトラフィックは、次の 2つのパスのいずれかに従います。

•デュアルスイッチトポロジ: vMotionは、ストレージデータネットワークとは反対の
フェールオーバー順序を使用し、ネットワーク障害が発生しない場合は専用の 1GE
パスを使用します。Post_installスクリプトを使用すると、正しい vSwitchのVMkernel
インターフェイスが正しいフェールオーバー設定でセットアップされます。ESXiで
新しいインターフェイスが作成される (vmk2)ため、専用の VLANが必要です。

•シングルスイッチトポロジ:vMotionは、管理ネットワークと共有されます。Post_install
スクリプトを使用すると、デフォルトのトラフィックシェーパーを持つ新しい ESX
インターフェイス (vmk2)で、vMotionがリンクを完全に飽和状態にならないようにし
ます。新しいインターフェイスが作成されるため、専用の VLANが必要です。

VMware vMotionトラフィックの詳細については、『Cisco HyperFlex Edge展開ガイド』の
「インストール後のタスク」の項を参照してください。

•スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポート
で有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）
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1ギガビットイーサネットのジャンボフレーム

通常、ジャンボフレームは、ネットワーク上で送信されるパケット数を減らし、効率を向上さ

せるために使用されます。以下では、10GEトポロジでジャンボフレームを使用する際のガイ
ドラインについて説明します。

•ジャンボフレームを有効にするオプションは、最初のインストール中にのみ提示され、後
で変更することはできません。

•ジャンボフレームは、ベストプラクティスですが不要です。ジャンボフレームをオプト
アウトする場合は、すべてのネットワークスイッチでMTUを 1500バイトに設定したま
まにします。

•最適なパフォーマンスのために、ジャンボフレームをオプションで有効にできます。フル
パスMTUが 9000バイト以上であることを確認します。ジャンボフレームを有効にする
場合は、次の点に注意してください。

•デュアルスイッチセットアップを実行する場合、すべてのスイッチインターコネク
トおよびスイッチアップリンクでジャンボフレームが有効であることが不可欠です。

フルパスMTUを確認しないと、リンクまたはスイッチの失敗後、トラフィックのパ
スが許可されない場合にクラスタがオフになる可能性があります。

• HyperFlexインストーラは、ノードのいずれかでスタンバイリンクを使用するため、
フェールオーバーを強制する初期展開で、ワンタイムテストを実行します。スイッチ

のケーブル接続が適切に行われている場合、エンドツーエンドパスMTUをテストし
ます。障害が検出された場合、この警告をバイパスしないでください。問題を修正

し、インストーラを再試行して、検証チェックに合格するようにしてください。

•これらの理由と削除が複雑なため、デュアルスイッチセットアップを使用する場合
はジャンボフレームを無効にすることをお勧めします。

•ジャンボフレームを有効にするためのオプションは、ネットワーク設定ポリシーの下の
HyperFlexクラスタプロファイルの下にあります。ボックスをチェックすると、ジャンボ
フレームが有効になります。ボックスをチェックしないと、ジャンボフレームは無効のま

まになります。

次の手順：

ネットワークの共通要件チェックリスト（65ページ）を完了します。

10GBASE-T銅線サポート
HX Edgeは、10G銅線（RJ45）ポートを備えたスイッチで使用する Cisco銅線 10Gトランシー
バ（SFP-10G-TX）の使用をサポートしています。この章に記載されているすべての10GEトポ
ロジで、サポートされている Twinax、光ファイバ、または 10G銅線トランシーバを使用でき
ます。サポートされている光ファイバとケーブルの詳細については、Cisco UCS Virtual Interface
Card 1400/14000 Series Data Sheetを参照してください。

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
64

3および 4ノードエッジ展開用事前装着チェックリスト

1ギガビットイーサネットのジャンボフレーム

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/interfaces-modules/unified-computing-system-adapters/datasheet-c78-741130.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/interfaces-modules/unified-computing-system-adapters/datasheet-c78-741130.html


制限

HyperFlex Edgeで SFP-10G-TXトランシーバを使用する場合は、次の制限が適用されます。

• Cisco IMCファームウェアバージョン 4.1(3d)および HyperFlex Data Platformバージョン
4.5(2a)以上。

• VICごとに最大 2つの SFP-10G-TXを使用できます。追加の 2つのポートは使用しないで
ください。

•サーバは、Cisco Cardまたは共有 LOM拡張 NICモードを使用しないでください。専用ま
たは共有 LOM NICモードのみを使用してください。

ネットワークの共通要件チェックリスト

インストールを開始する前に、お使いの環境が次の特定のソフトウェアおよびハードウェア要

件を満たしていることを確認します。

VLANの要件

予約済み VLAN ID：指定する VLAN IDは、HyperFlexノードが接続されている Top of Rack
（ToR）スイッチでサポートされている必要があります。たとえば、VLAN ID 3968〜4095は
Nexusスイッチによって予約され、VLAN ID 1002〜1005はCatalystスイッチによって予約され
ています。HyperFlexで使用する VLAN IDを決定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで
使用可能であることを確認してください。

重要

説明VLAN IDネットワーク

次の各ネットワークに個別のサブネットと VLANを使用します。

ESXi、HyperFlex、およびVMware
vCenter間の管理トラフィック用に
使用され、ルーティング可能であ

る必要があります。

この VLANは、
Intersightにアクセスで
きる必要があります

(Intersightで展開して
いる場合)。

（注）

VMware ESXiおよび Cisco
HyperFlex管理用 VLAN
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説明VLAN IDネットワーク

管理 VLANと同じまたは異なる
VLANを指定できます。

この VLANは、
Intersightにアクセスで
きる必要があります

(Intersightで展開して
いる場合)。

（注）

CIMC VLAN

ストレージトラフィックに使用さ

れ、L2接続のみ必要です。
HXストレージトラフィック用の
VLAN

vMotion VLANに使用されます（該
当する場合）。

管理 VLANと同じ
VLANを指定できます
が、推奨されません。

（注）

VLAN for VMware vMotion

VM/アプリケーションネットワー
クに使用されます。

ESXiの VMポートグ
ループによって分けら

れている複数のVLAN
であることがありま

す。

（注）

VMネットワーク用の VLAN

サポートされている vCenterトポロジ

次の表を使用して、vCenterのサポートされているトポロジを決定します。

推奨説明トポロジ

強く推奨外部サーバで実行され、サイ

トに対してローカル扱いとな

る仮想または物理vCenter。こ
のサーバには、管理ラックマ

ウントサーバを使用できま

す。

シングル vCenter

強く推奨WAN全体の複数のサイトを管
理する vCenter。

一元化された vCenter
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推奨説明トポロジ

HyperFlex Edgeクラスタのイ
ンストールは、vCenterがなく
ても先に実行できます。ま

た、外部vCenterを使用して展
開し、クラスタに移行するこ

ともできます。いずれの場合

も、実稼働ワークロードを実

行する前に、クラスタを

vCenterサーバに登録する必要
があります。

最新情報については、『HX
Data Platformへの vCenter導入
方法』テクニカルノートを参

照してください。

展開予定のクラスタ内で実行

される vCenter。
ネストされた vCenter

3ノード顧客の展開情報

一般的な 3ノードの HyperFlex Edgeの導入の場合、13個の IPアドレスが必要です -管理ネッ
トワーク用の 10個の IPアドレスと vMotionネットワーク用の 3個の IPアドレス。

すべての IPアドレスは IPv4である必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートし
ていません。

重要

4ノード顧客の展開情報

一般的な 4ノードの HyperFlex Edgeの導入の場合、17個の IPアドレスが必要です -管理ネッ
トワーク用の 13個の IPアドレスと vMotionネットワーク用の 3個の IPアドレスです。

すべての IPアドレスは IPv4である必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートし
ていません。

重要

CIMC管理 IPアドレス

CIMC管理 IPアドレスサーバ

サーバ 1：

サーバ 2：

サーバ 3：
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CIMC管理 IPアドレスサーバ

サーバー 4:

サブネットマスク

ゲートウェイ

DNSサーバ

NTPサーバ

適切な Intersight接続を確保するた
めには、CIMCにNTPを設定する
必要があります。

（注）

ネットワークの IPアドレス

デフォルトでは、HXインストーラにより、ハイパーバイザデータネットワークとストレージ
コントローラデータネットワークに 169.254.1.Xの範囲内の IPアドレスが自動的に割り当て
られます。この IPサブネットをユーザーが設定することはできません。

（注）

スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポートで有
効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断され、物理リンク障害時に必要な
ネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

（注）

管理ネットワークの IPアドレス

（ルーティング可能であること）

ストレージコントローラの管理ネットワー

ク

ハイパーバイザ管理ネットワーク

サーバ 1：サーバ 1：

サーバ 2：サーバ 2：

サーバ 3：サーバ 3：

サーバ 4:サーバー 4:

クラスタ IP:ストレージクラスタ管理 IPアドレス

サブネットマスク
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管理ネットワークの IPアドレス

（ルーティング可能であること）

デフォルトゲートウェイ

VMware vMotionネットワーク IPアドレス

vMotionサービスの場合、固有のVMKernelポートを設定します。必要であれば、vMotionの管
理 VLANを使用している場合は vmk0を再使用することもできます（非推奨）。

vMotionネットワークの IPアドレス（post_installスクリプトを使用して設
定されている）

サーバ

サーバ 1：

サーバ 2：

サーバ 3：

サーバー 4:

サブネットマス

ク

ゲートウェイ

VMware vCenterの構成

HyperFlexは標準ポートを介して vCenterと通信します。ポート 80はリバース HTTPプロキシ
で使用されますが、TACのサポートを受けて変更できます。ポート 443は vCenter SDKへのセ
キュア通信に使用され、変更することはできません。

（注）

vCenter管理ユーザ名

username@domain

vCenter管理パスワード

vCenterデータセンターの名前

既存のデータセンター

オブジェクトを使用で

きます。データセン

ターが vCenterに存在
しない場合は、作成さ

れます。

（注）
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VMware vSphereコンピューティン
グクラスタおよびストレージクラ

スタの名前

vCenterに表示されるク
ラスタ名。

（注）

ポート要件

Intersightの接続性（37ページ）に記載されている前提条件に加えて、次のポート要件も満た
していることを確認します。

重要

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、標準のポート要件に加え、VMwareに
は VMware ESXiおよび VMware vCenterに対するポートが推奨されます。

• CIP-Mは、クラスタ管理 IPに使用します。

• SCVMは、コントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiは、ハイパーバイザの管理 IPです。

HyperFlexソリューションのコンポーネント通信に必要なポートの包括的なリストは、HX Data
Platform Security Hardening Guideの付録 Aに記載されています。

標準設定がなく、異なるポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表 C-5
ポートのリテラル値を参照してください。

ヒント
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ネットワークサービス

• DNSサーバとNTPサーバは、HXストレージクラスタの外側に配置する必要があります。

•クラスタが適切に機能することを確認し、クラスタが Intersightを介して展開されたとき
に問題が発生しないようにするには、SCVMのホスト名の Aおよび PTR DNSレコードを
作成します。

•現時点では、信頼性の高いソースを提供するには、内部でホストされている NTPサーバ
を使用してください。

•すべての DNSサーバは、展開を開始する前に、ESXiの各ホストについて順方向 (A)およ
び逆方向 (PTR)の DNSレコードを事前設定しておく必要があります。DNSを前もって正
しく設定しておけば、ESXiホストを、IPアドレスではなく FQDNで vCenterに追加でき
ます。

この手順をスキップした場合には、ホストは IPアドレスで vCenterインベントリに追加さ
れ、ユーザは「vCenterクラスタのノードの識別方法を IPから FQDNに変更する」で説明
されている手続きに従って、FQDNに変換することが必要になります。

（注）

DNSサーバ

<Primary DNS Server IP address,
Secondary DNS Server IP address,
…>

NTPサーバ

<Primary NTP Server IP address,
Secondary NTP Server IP address,
…>

タイムゾーン

例：US/Eastern、US/Pacific

コネクテッドサービス

コネクテッドサービスの有効化

（推奨）

[はい（Yes）]または [いいえ

（No）]が必要

サービス要求通知用の電子メー

ル

例：name@company.com
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Proxy Server

• Intersightへの直接接続が使用できない場合、プロキシサーバの使用は任意です。

•プロキシを使用する場合は、サーバを Intersightアカウントに要求するためにプロキシを
使用するように、各サーバのデバイスコネクタを設定する必要があります。さらに、

HyperFlex Data Platformを正常にダウンロードできるようにするには、HXクラスタプロ
ファイルでプロキシ情報を指定する必要があります。

•ユーザー名/パスワードの使用はオプションです。

プロキシが必要です:イエスま
たはノー

Proxy Host

プロキシポート（Proxy Port）

Username

パスワード

ゲスト VMトラフィック
ゲストVMトラフィックに関する考慮事項は、トポロジの選択に基づいて上記に示されます。
通常、正しい vSwitchに適用される限り、必要に応じてゲストポートグループを作成できま
す。

• 10/25GEトポロジ: vswitch-hx-vm-networkを使用して、新しいVMポートグループを作成
します。

Post_installスクリプトを実行して、クラスタ内のすべてのホスト上で正しい vSwitchesに自動
的に VLANを追加することを推奨します。後ほど、任意の時点で新しいゲスト VLANをクラ
スタに追加するには、hx_post_install --vla (スペースの後には 2つのダッシュ)を実行します。

残りの vmnicまたはサードパーティ製のネットワークアダプタを使用する追加の vSwitchesが
作成される場合があります。HyperFlexによって定義されたvSwitchesに変更が加えられないよ
うに注意する必要があります。

ユーザーが作成した追加のvSwitchesは、管理者単独で責任を有し、HyperFlexによって管理さ
れません。

（注）

Intersightの接続性
Intersightの接続性に関する次の前提条件を考慮してください。
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• HXサーバのセットに HXクラスタをインストールする前に、対応する Cisco IMCインス
タンスのデバイスコネクタがCisco Intersightに接続するように適切に設定され、登録され
ていることを確認します。

•インストールフェーズ中のポート 80、443、および 8089を介したCIMCと vCenter間の通
信。

•すべてのデバイスコネクタは、svc.intersight.comを適切に解決でき、かつポート 443のア
ウトバウンドで開始されるHTTPS接続を許可する必要があります。現在のHXインストー
ラバージョンでは、HTTPプロキシの使用がサポートされています。

•すべてのコントローラの VM管理インターフェイスは、svc.intersight.comを適切に解決で
き、ポート 443のアウトバウンドで開始される HTTPS接続を許可する必要があります。
現在の HXインストーラバージョンは、インターネットへの直接接続がない場合、HTTP
プロキシの使用をサポートしています。

• IP接続 (L2または L3)は、各サーバの CIMC管理 IPから次のすべてに必要です。ESXi管
理インターフェイス、HyperFlexコントローラ VM管理インターフェイス、vCenterサー
バ。このパスのファイアウォールは、『Hyperflex Hardeningガイド』で説明されている必
要なポートを許可するように設定する必要があります。

•同じサーバにHyperFlexを再展開する場合、新しいコントローラVMを Intersightからすべ
ての ESXiホストにダウンロードする必要があります。これには、各 ESXiホストが
svc.intersight.comを解決し、ポート 443上の発信側で開始したHTTPS接続を許可すること
が必要です。コントローラVMのダウンロードにプロキシサーバを使用することはサポー
トされており、必要に応じて HyperFlexクラスタプロファイルで設定できます。

•クラスタの展開後、継続的な管理のために Intersight内で新しいHXクラスタが自動的に登
録されます。

Cisco HyperFlex Edge非表示クラウド監視
Cisco Hyperflex Edge非表示クラウド監視は、監視VMまたは調停ソフトウェアの必要性を排除
する、Cisco Hyperflex Edgeの導入における革新的なテクノロジーです。

Cisco Hyperflex Edge非表示クラウド監視は、2ノード HX Edge展開にのみ必要です。監視に
は、追加のインフラストラクチャ、セットアップ、設定、バックアップ、パッチ、または管理

は必要ありません。この機能は、2ノード HyperFlex Edgeのインストールの一部として自動的
に設定されます。リモートサイトでのアウトバウンドアクセスは、相互に接続するために存

在している必要があります (Intersight.comまたは Intersight仮想アプライアンス)。HyperFlex
Edge 2ノードクラスタは、この接続が確立されていないと動作しません。

非表示クラウド監視機能の利点、運用、および障害のシナリオの詳細については、次を参照し

てください。https://www.cisco.com/c/dam/en/us/products/collateral/hyperconverged-infrastructure/
hyperflex-hx-series/whitepaper-c11-741999.pdf
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Cisco HyperFlex Edgeサーバーの注文
Cisco HyperFlex Edgeサーバを注文する場合は、HyperFlex Edge仕様シートの説明に従って、正
しいコンポーネントを選択してください。ネットワークトポロジの選択に注意して、目的の設

定と一致することを確認します。ネットワークトポロジの PID選択の詳細については、仕様
シートの補足資料セクションを参照してください。
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第 5 章

2ノード 2ルーム展開用のインストール前
チェックリスト

• 2ノード 2ルームのネットワークトポロジ（75ページ）

2ノード 2ルームのネットワークトポロジ

2ノード 2ルームの使用例
HyperFlex Edgeは、ワークロードの要件に応じて、多くの柔軟な導入オプションを提供してい
ます。標準のトポロジについては、シングルスイッチ、デュアルスイッチ、1GE、10GE、お
よび 25GEオプションがあり、2ノードネットワークトポロジの選択（8ページ）および3
ノードまたは 4ノードのネットワークトポロジの選択（40ページ）で説明されています。一
部の設計では、建物またはキャンパス内の 2つの部屋に「引き延ばされた」2ノードクラスタ
を配置する必要があります。このタイプのネットワークトポロジは、完全な HyperFlexスト
レッチクラスタ導入と区別するために、2ノード 2ルーム設計とも呼ばれます。

この設計は、クラスタの可用性と特定の障害シナリオを許容する能力を高めるために選択され

ることがあります。シスコでは現在、このタイプのトポロジの導入を推奨しておらず、同じ

ラック内に置かれる、適切に設計された2ノードクラスタを推奨しています。次に、このトポ
ロジがシスコ推奨のベストプラクティスと見なされない理由をいくつか示します。

•電源障害の問題は、信頼性の高い電源と無停電電源（UPS）を使用すれば緩和できます。

•この設計では、より多くのシングルポイント障害が発生します。オーバーサブスクライブ
の可能性があり、適切な QoSの実装を必要とする、スイッチ間リンクを備えた追加のス
イッチングインフラストラクチャが必要だからです。

•アップグレード手順が複雑になるため、すべてのコンポーネントをエンドツーエンドで
アップグレードするように慎重に計画する必要があります。

• HyperFlexストレッチクラスタと同じレベルのミッションクリティカルなアプリケーショ
ンの可用性を提供できません（詳細については、 Cisco HyperFlex Systems Stretched Cluster
Guide、Release 4.5を参照してください）。HyperFlex Edgeは Edgeワークロードを実行す
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るように設計されており、同じパフォーマンス、データ復元力、および可用性の保証を提

供しません。ミッションクリティカルなアプリケーションを実行するときには、適切なス

トレッチクラスタを展開してください。

• 10GEエンドツーエンド、最大 1.5ms RTT、および Intersightまたはローカル監視への独立
したネットワークパスの要件があります（以下に詳細を記載します）

•本来はシンプルな設計の、全体的な複雑さが高くなります

2ノード 2ルームトポロジでは、本来は単純な手段（たとえば、デュアル冗長スイッチ、冗長
電源/UPSなど）で軽減できるはずの、不要な複雑さが環境に追加されるため、意図せずに可
用性が低下する可能性があります。

これらのベストプラクティスの推奨事項はありますが、このトポロジを選択して HyperFlex
Edgeを展開することは可能であり、完全にサポートされています。この章の残りの部分では、
このようなトポロジを展開するためのさまざまな要件と詳細について説明します。

2ノード2ルームトポロジは、2つのコンバージドノードを超えて拡張することはできません。
以前の章で説明したように、他の 10GE+トポロジは、より大きなクラスタに拡張できます。
将来クラスタの拡張が必要になる可能性がある場合は、このトポロジを展開しないでくださ

い。

（注）

2ノード 2ルームの要件
2ノード 2ルームの展開を計画する場合は、次の要件を満たす必要があります。

•ネットワーキング速度は、エンドツーエンドで 10 / 25GE以上である必要があります。こ
れは、すべてのサーバがネイティブ 10 / 25GEを使用してトップオブラック（ToR）ス
イッチに接続し、すべてのスイッチが少なくとも 1つの 10GEインターフェイスで相互接
続される必要があることを意味します。

•ラウンドトリップ時間（RTT）とは、トラフィックが両方向に移動するのにかかる時間で
すが、これは各サーバルーム間で 1.5msを超えてはなりません。このしきい値を超える
と、ストレージクラスタのパフォーマンスが大幅に低下します。最適化されたローカル読

み取り用のサイト親和性を備えた HyperFlexストレッチクラスタとは異なり、2ノード 2
ルーム設計のすべての読み取りと書き込みはスイッチ間リンク（ISL）を通過するので、
パフォーマンスはネットワーク遅延に直接比例します。これらの理由から、このトポロジ

はキャンパスの距離を超えて使用しないでください（例：1 km未満）。

•他のバックグラウンドトラフィックが ISLを飽和させ、ストレージのパフォーマンスに影
響を与えないように、ストレージデータネットワークには最低限の Quality of Service
（QoS）を実装する必要があります。付録には、Catalyst 9300スイッチのサンプル QoS設
定が含まれています。

•両方のルームには、クラスタ監視として機能する Intersight（SaaSまたはアプライアンス）
への独立したネットワークパスが必要です。独立したパスがないと、どちらの部屋で損失
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が生じた場合でも、許容できない問題になります。たとえば、ルーム ＃1 とルーム ＃2 の
インターネット接続がルーム ＃1 から提供されている場合、ルーム ＃1 に障害が発生する
と、ルーム ＃2 のインターネットは動作できなくなります。このような厳格な要件がある
ため、一部の環境では 2ノード 2ルーム設計を使用できません。

•ローカル監視は、設計で使用することもできます。この場合、同じ原則が適用されます。
ローカルの監視サーバに到達できるようにするには、両方のルームが互いに依存しない独

立したパスを持つ必要があります。

• HyperFlex Edge 2ノード 2ルームトポロジは、HyperFlex Data Platform（HXDP）リリース
4.5（1a）で導入されたもので、それ以降でサポートされています。

2ノード 2ルームのネットワークトポロジの選択
開始するには、以下の使用可能なネットワークトポロジのいずれかを選択します。トポロジ

は、シスコの推奨事項に基づいて優先順位順に表示されます。

• 10または 25ギガビットイーサネットトポロジ（77ページ）

•ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットスタックスイッチ（80
ページ）

•ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットシングルスイッチ（83
ページ）

物理ネットワークとケーブルのセクションが完了したら、ネットワークの共通要件チェックリ

スト（30ページ）に進みます。

10または 25ギガビットイーサネットトポロジ

10または 25ギガビットイーサネットトポロジ

クロス接続の 10または 25ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、ルーム、ス
イッチ、リンクおよびポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。各

ルームに 1つの 10/25GEスイッチが必要です。

このトポロジでは、各サーバが両方のルームに直接クロス接続されます。これにより、専用リ

ンクが提供され、スイッチ間リンク（ISL）へのオーバーサブスクリプションが防止されます。
このトポロジでは、サーバリンクの障害発生時に高帯域幅を処理するために、各ルーム間に最

低 10GE ISLが必要です。

10/25GEクロス接続トポロジ用物理ネットワークとケーブル接続

それぞれのルームには、VLAN機能を備えたマネージド10GEスイッチが必要です。Ciscoは、
Catalystおよび Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、
提供します。これらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円

滑な展開とシームレスな継続的運用が可能になります。
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それぞれのルームには、1つのスイッチ、および 2つの 10/25GEポート、1つの 1GEポート
（CIMC管理用）、およびサーバごとに 1つの Cisco VIC 1457が必要です。冗長性は、ルーム
レベルで提供されます。いずれかのルームの損失および小規模な障害（スイッチ障害、リンク

障害、ポート障害など）を許容できます。

10/25GEクロス接続トポロジの要件

展開を開始する前に、両方のルームで次の要件を満たす必要があります。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Cisco VIC 1457 (各サーバのMLOMスロットに取り付けられている)

•旧世代の Cisco VICハードウェアは、2ノードの HX Edgeクラスタではサポートされてい
ません。

• 4個の 10/25GE ToRスイッチポートおよび 4本の 10/25GE SFP +または SFP28ケーブル
(お客様が提供。選択したケーブルがスイッチモデルと互換性があることを確認します。)

• Cisco VIC 1457は、10GEまたは 25GEのインターフェイス速度をサポートします。

• Cisco VIC 1457は、40GEのインターフェイス速度をサポートしていません。

25GEを使用する HX Edgeクラスタの要件

25GEモードを使用するには、通常、選択したケーブルのタイプと長さに応じて、前方誤り訂
正 (FEC)を使用する必要があります。デフォルトでは、VIC 1400シリーズは CL91 FECモード
で設定されます (Cisco IMC UIで使用可能な場合、FECモード「auto」は CL91と同じです)。
自動 FECネゴシエーションはサポートされません。特定のスイッチでリンクステートをアッ
プにするには、この FECモードに合わせて手動で設定する必要があります。リンクをアップ
にするには、スイッチと VICポートの両方で FECモードが一致している必要があります。使
用中のスイッチがCL91をサポートしていない場合、スイッチで使用可能なFECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用するように設定できます。これには、[VIC設定 (VIC
configuration)]タブの [CIMC UI]で、手動で FECモードを変更する必要があります。HyperFlex
Edgeの展開は、スイッチと VICポートからリンクステートがアップになったと報告されるま
で、開始しないでください。CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも呼ばれ、CL91は RS-FEC
(リードソロモン)とも呼ばれています。Cisco IMC GUIを使用してVICで設定されている FEC
モードを変更する方法については、Cisco UCS Cシリーズ統合管理コントローラ、リリース 4.1
GUIコンフィギュレーションガイドを参照してください。

（注）
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10/25ギガビットイーサネットクロス接続の物理的なケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバの 1GE管理ポート（サーバの背面に
ある「M」というラベルが付いた）をローカルスイッチに接続します。

•各サーバの Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 1つを、ルーム 1の同一の ToRス
イッチに接続します。

•同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

同じVICポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィック
に対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯
域幅が消費されます。

（注）

•各サーバの Cisco VICの 2番目の 10/25GEポートを、ルーム 2の ToRスイッチに接続しま
す。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。

•各スイッチに、Intersightまたはローカル監視サーバへの独立したネットワークパスがある
ことを確認します。
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2ノード 2ルームクロス接続

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットスタックスイッチ

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットスタックスイッチ

この 10または 25ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、ルーム、スイッチ、リ
ンクおよびポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。各ルームには、

少なくとも 2台の 10 / 25GEスイッチのスイッチスタックが必要です。スイッチスタックが使
用できない場合は、デュアルスタンドアロンスイッチを組み合わせて同様の結果を得ること

ができます。各ルームの2台のスイッチ間、およびルーム間の両方のスイッチスタック間に十
分な帯域幅があることを確認します。

このトポロジでは、各サーバは各ルームのローカルスイッチだけに直接接続されます。クロス

接続トポロジとは異なり、ルーム間のすべてのクラスタストレージと管理トラフィックを伝送

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
80

2ノード 2ルーム展開用のインストール前チェックリスト

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットスタックスイッチ



するためのコンポーネントとして、スイッチ間リンク（ISL）が重要な役割を果たします。ISL
は、最小 10GEで動作し、最大RTT遅延は 1.5msである必要があります。また、リンクが飽和
状態にならないように、ポートチャネル内の複数のリンクで構成する必要があります。このト

ポロジでは、2つのルーム間でストレージトラフィックが他のすべてのバックグラウンドトラ
フィックとともに混在するため、ストレージデータトラフィックにサービス品質（QoS）を実
装することが不可欠です。HyperFlexストレージの信頼性とパフォーマンスを維持するには、
ストレージトラフィックに何らかの優先度キューイングを実装する必要があります。

10/25ギガビットイーサネットスタックスイッチの物理的なケーブル接続

各ルームには、VLAN機能を備えた管理対象 10GEスイッチのペアが必要です。Ciscoは、
Catalystおよび Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、
提供します。これらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円

滑な展開とシームレスな継続的運用が可能になります。

それぞれのルームには、デュアルまたはスタックスイッチ、および 2つの 10/25GEポート、
CIMC管理用の 1つの 1 GEポート、そしてサーバごとに 1つの Cisco VIC 1457サーバが必要
です。冗長性は、ルームレベルで提供されます。いずれかのルームの損失および小規模な障害

（スイッチ障害、リンク障害、ポート障害など）を許容できます。

10 / 25GEスタックスイッチトポロジの要件

展開を開始する前に、両方のルームで次の要件を満たす必要があります。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Cisco VIC 1457 (各サーバのMLOMスロットに取り付けられている)

•旧世代の Cisco VICハードウェアは、2ノードの HX Edgeクラスタではサポートされてい
ません。

• 4個の 10/25GE ToRスイッチポートおよび 4本の 10/25GE SFP +または SFP28ケーブル
(お客様が提供。選択したケーブルがスイッチモデルと互換性があることを確認します。)

• Cisco VIC 1457は、10GEまたは 25GEのインターフェイス速度をサポートします。

• Cisco VIC 1457は、40GEのインターフェイス速度をサポートしていません。
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25GEを使用する HX Edgeクラスタの要件

25GEモードを使用するには、通常、選択したケーブルのタイプと長さに応じて、前方誤り訂
正 (FEC)を使用する必要があります。デフォルトでは、VIC 1400シリーズは CL91 FECモード
で設定されます (Cisco IMC UIで使用可能な場合、FECモード「auto」は CL91と同じです)。
自動 FECネゴシエーションはサポートされません。特定のスイッチでリンクステートをアッ
プにするには、この FECモードに合わせて手動で設定する必要があります。リンクをアップ
にするには、スイッチと VICポートの両方で FECモードが一致している必要があります。使
用中のスイッチがCL91をサポートしていない場合、スイッチで使用可能なFECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用するように設定できます。これには、[VIC設定 (VIC
configuration)]タブの [CIMC UI]で、手動で FECモードを変更する必要があります。HyperFlex
Edgeの展開は、スイッチと VICポートからリンクステートがアップになったと報告されるま
で、開始しないでください。CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも呼ばれ、CL91は RS-FEC
(リードソロモン)とも呼ばれています。Cisco IMC GUIを使用してVICで設定されている FEC
モードを変更する方法については、Cisco UCS Cシリーズ統合管理コントローラ、リリース 4.1
GUIコンフィギュレーションガイドを参照してください。

（注）

ルーム単位トポロジでの 10/25GEスタックスイッチの物理ネットワークとケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

デュアルまたはスタックスイッチを使用して展開するには (ビジュアルレイアウトについて
は、次の図を参照してください)。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバ (サーバの背面に「M」というラベル
が付いている)の 1GE管理ポートを 2つのスイッチのいずれかに接続します。

•各サーバの Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 1つを、同じルームの同一の ToRス
イッチに接続します。

•同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

同じVICポート番号を使用しない場合、サーバ間のトラフィック
に対して余分なホップが発生し、2つのスイッチ間で不必要に帯
域幅が消費されます。

（注）

•各サーバの Cisco VICの 2番目の 10/25GEポートを、同じルームの ToRスイッチに接続し
ます。同じスイッチに接続するには、各サーバで同じポート番号を使用します。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。
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•各スイッチに、Intersightまたはローカル監視サーバへの独立したネットワークパスがある
ことを確認します。

2ノード 2ルームデュアル/スタックスイッチ

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットシングルスイッチ

ルーム単位トポロジでの 10または 25ギガビットイーサネットシングルスイッチ

この 10または 25ギガビットイーサネット (GE)スイッチトポロジは、ルーム、スイッチ、リ
ンクおよびポートの障害から保護する、フル冗長型のデザインを提供します。各ルームに1つ
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の 10/25GEスイッチが必要です。ルームを結ぶ 2台のスイッチ間に十分な帯域幅があることを
確認します。

このトポロジでは、各サーバは各ルームのローカルスイッチに直接接続されます。クロス接続

トポロジとは異なり、ルーム間のすべてのクラスタストレージと管理トラフィックを伝送する

ためのコンポーネントとして、スイッチ間リンク（ISL）が重要な役割を果たします。ISLは、
最小 10GEで動作し、最大RTT遅延は 1.5msである必要があります。また、リンクが飽和状態
にならないように、ポートチャネル内の複数のリンクで構成する必要があります。このトポロ

ジでは、2つのルーム間でストレージトラフィックが他のすべてのバックグラウンドトラフィッ
クとともに混在するため、ストレージデータトラフィックにサービス品質（QoS）を実装する
ことが不可欠です。HyperFlexストレージの信頼性とパフォーマンスを維持するには、ストレー
ジトラフィックに何らかの優先度キューイングを実装する必要があります。

10/25ギガビットイーサネットシングルスイッチの物理的なケーブル接続

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

ルームごとに1つのスイッチを試用して展開する場合（レイアウトについては、次の図を参照
してください）。

•専用の Cisco IMCを使用している場合は、各サーバの 1GE管理ポート（サーバの背面に
ある「M」というラベルが付いた）をローカルスイッチに接続します。

•各サーバの Cisco VICの 4つの 10/25GEポートのうち 1つを、同じルームの同一の ToRス
イッチに接続します。

•各サーバの Cisco VICの 2番目の 10/25GEポートを、同じルームの ToRスイッチに接続し
ます。

•クラスタのインストール前に追加の10/25GEポートを接続しないでください。クラスタ展
開後、追加で 2つの 10/25GEポートをゲストVMトラフィックにオプションで使用するこ
とができます。

•各スイッチに、Intersightまたはローカル監視サーバへの独立したネットワークパスがある
ことを確認します。
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2ノード 2ルームシングルスイッチ

ルーム単位トポロジでの 10/25GEシングルスイッチの物理ネットワークとケーブル接続

それぞれのルームには、VLAN機能を備えたマネージド10GEスイッチが必要です。Ciscoは、
Catalystおよび Nexusスイッチングプラットフォームのリファレンス構成を完全にテストし、
提供します。これらのスイッチのいずれかを選択すると、最高レベルの互換性が提供され、円

滑な展開とシームレスな継続的運用が可能になります。

それぞれのルームには、1つの 10/25GEスイッチと、2つの 10/25GEポート、CIMC管理用の
1つの 1 GEポート、サーバごとに 1つの Cisco VIC 1457サーバが必要です。冗長性は、ルー
ムレベルで提供されます。いずれかのルームの損失および小規模な障害（スイッチ障害、リン

ク障害、ポート障害など）を許容できます。
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10/25GEシングルスイッチトポロジの要件

展開を開始する前に、両方のルームで次の要件を満たす必要があります。

•サーバごとの専用 1ギガビットイーサネット (GE) Cisco IMC管理ポート (推奨)

•専用 Cisco IMC管理ポート (お客様が提供)用の 2個の 1GE ToRスイッチポートと、2本
のカテゴリ 6イーサネットケーブル

• Cisco VIC 1457 (各サーバのMLOMスロットに取り付けられている)

•旧世代の Cisco VICハードウェアは、2ノードの HX Edgeクラスタではサポートされてい
ません。

• 4個の 10/25GE ToRスイッチポートおよび 4本の 10/25GE SFP +または SFP28ケーブル
(お客様が提供。選択したケーブルがスイッチモデルと互換性があることを確認します。)

• Cisco VIC 1457は、10GEまたは 25GEのインターフェイス速度をサポートします。

• Cisco VIC 1457は、40GEのインターフェイス速度をサポートしていません。

25GEを使用する HX Edgeクラスタの要件

25GEモードを使用するには、通常、選択したケーブルのタイプと長さに応じて、前方誤り訂
正 (FEC)を使用する必要があります。デフォルトでは、VIC 1400シリーズは CL91 FECモード
で設定されます (Cisco IMC UIで使用可能な場合、FECモード「auto」は CL91と同じです)。
自動 FECネゴシエーションはサポートされません。特定のスイッチでリンクステートをアッ
プにするには、この FECモードに合わせて手動で設定する必要があります。リンクをアップ
にするには、スイッチと VICポートの両方で FECモードが一致している必要があります。使
用中のスイッチがCL91をサポートしていない場合、スイッチで使用可能なFECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用するように設定できます。これには、[VIC設定 (VIC
configuration)]タブの [CIMC UI]で、手動で FECモードを変更する必要があります。HyperFlex
Edgeの展開は、スイッチと VICポートからリンクステートがアップになったと報告されるま
で、開始しないでください。CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも呼ばれ、CL91は RS-FEC
(リードソロモン)とも呼ばれています。Cisco IMC GUIを使用してVICで設定されている FEC
モードを変更する方法については、Cisco UCS Cシリーズ統合管理コントローラ、リリース 4.1
GUIコンフィギュレーションガイドを参照してください。

（注）

すべての 2ノード 2ルームトポロジの Cisco IMC接続
2ノード 10/25ギガビットイーサネット (GE)トポロジに、次の Cisco IMC接続オプションのい
ずれかを選択します。

•専用の 1GE Cisco IMC管理ポートを使用することが推奨されます。このオプションには追
加のポートとケーブルが必要ですが、ネットワークの競合を防ぎ、各物理サーバへのアウ

トオブバンドアクセスを常にオンにすることができます。
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•共有 LOM拡張モード (EXT)の使用。このモードでは、シングルワイヤ管理が使用され、
Cisco IMCトラフィックが 10/25GE VIC接続に多重化されます。このモードで操作する場
合、トラフィックの複数のストリームが同じ物理リンク上で共有され、妨害のない到達可

能性は保証されません。この展開オプションは推奨されません。

•ファブリックインターコネクトベース環境では、シングルワイヤ管理を使用する場合、
内蔵 QpSにより Cisco IMCおよびサーバ管理への妨害のないアクセスが保証されます。
HyperFlex Edge環境では、QoSが適用されないため、専用管理ポートの使用が推奨されま
す。

• Cisco IMCに IPv4管理アドレスを割り当てます。詳細については、対応する Cisco UCS C
シリーズサーバのServer Installation and Service Guideの手順を参照してください。HyperFlex
は IPv6アドレスをサポートしていません。

10/25GE VICベースのスイッチ構成の注意事項

最低でも 3つの VLANが必要です。

•次の条件で 1 VLAN: VMware ESXi管理、ストレージコントローラ VM管理および Cisco
IMC管理。

• VMware ESXi管理およびストレージコントローラ VM管理は、同じサブネットおよ
び VLANに存在する必要があります

•専用Cisco IMC管理ポートは、上記の管理インターフェイスと同じVLANを共有でき
ます。または、オプションで専用サブネットおよび VLANを使用できます。別の
VLANを使用している場合、L3接続が上記の管理VLANに必要です。また、Intersight
接続要件を満たす必要があります。

• Cisco IMC管理の共有 LOM拡張モードを使用する場合は、専用の VLANが推奨され
ます。

• Cisco HyperFlexのストレージトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティ
ングされていない VLANである必要があります。固有である必要があり、管理 VLANと
重複することはできません。

• vMotionトラフィック用 1 VLANこれは、独立した、またはルーティングされていない
VLANにすることができます。

これらのVLANの必要性を縮小したり、削除したりすることはで
きません。このインストールが試行された場合は失敗します。

（注）

•ゲストVMトラフィックには、追加のVLANが必要です。これらのVLANは、ESXiの追
加ポートグループとして設定され、ToRスイッチでポートに面するすべての接続をトラ
ンクおよび許可する必要があります。
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•これらの追加ゲストVM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維
持を望む環境では、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できま
す。

Cisco VICの特性は、同じ物理ポートから複数の vNICsから切り
離されているため、同じホスト上で実行されているインターフェ

イスまたはサービスにL2で通信するために、vswitch-hx-vm-network
上でゲストVMトラフィックを設定することはできません。a)別
のVLANを使用しL3ルーティングを実行するか、b)管理インター
フェイスへのアクセスが必要なゲスト VMが
vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに配置されていることを推奨しま
す。一般に、vm-network vSwitchを除き、ゲストVMをHyperFlex
で設定された vSwitchesのいずれにも配置しないでください。使
用例としては、いずれかのノードで vCenterを実行する必要があ
り、実行している ESXiホストを管理するための接続が必要な場
合などがあります。この場合は、上記の推奨事項のいずれかを使

用して、接続が中断されないようにします。

（注）

• Cisco VICに接続されているスイッチポートは、パスが許可された適切な VLANを使用し
て、トランクモードで設定する必要があります。

•専用Cisco IMC管理ポートに接続されているスイッチポートは、適切なVLANで「アクセ
スモード」で設定する必要があります。

•すべてのクラスタトラフィックは、10/25GEトポロジ内の ToRスイッチを通過します。

•スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポート
で有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断さ
れ、物理リンク障害時に必要なネットワークの再コンバージェン

スよりも長く時間がかかります。

（注）

その他の考慮事項

•必要に応じて、HX Edgeノードにサードパーティ製のNICカードをさらにインストールで
きます。ネットワークガイドへのリンクについては、第 1章の項を参照してください。

• VIC以外のすべてのインターフェイスは、インストールが完了するまでシャットダウンす
るか、ケーブルを切断している必要があります。

• MLOMスロットでは、HX Edgeノードごとに 1つの VICのみがサポートされます。PCIe
ベース VICアダプタは、HX Edgeノードではサポートされていません。
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2ノード 10/25GE VICベーストポロジの仮想ネットワーク設計

このセクションでは、仮想ネットワークセットアップについて説明しています。HyperFlex展
開プロセスにより自動で仮想ネットワークがセットアップされるため、アクションは必要あり

ません。これらの詳細は、情報およびトラブルシューティング目的で下記に記載されていま

す。

仮想スイッチ

vSwitchが 4つ必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理ネットワー
ク

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージインターフェイス（vmk1）、HXストレージコ
ントローラデータネットワーク

• vmotion—vMotionインターフェイス（vmk2）

• vswitch-hx-vm-network：VMゲストポートグループ

ネットワークトポロジ（Network Topology）
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フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、インバン
ド管理およびvmotionvSwitchesとしての逆のフェールオーバー順序を使用して、トラフィッ
クの負荷分散を行います。

• vmotion：vMotion VMKernelポート（vmk2）は post_installスクリプトの使用時に設定され
ます。フェールオーバーの順序は、アクティブ/スタンバイに設定されます。

• vswitch-hx-vm-network：vSwitchがアクティブ/アクティブに設定されます。必要に応じ
て、個々のポートグループを上書きできます。

Quality of Service（QoS）
この章に記載されているすべてのトポロジでは、少なくとも HyperFlexストレージデータト
ラフィックにQoSを実装することを強く推奨します。これらの 2ノード 2ルーム構成は、2つ
の HyperFlexノード間でストレージトラフィックを伝送するためにサイト間リンク（ISL）に
大きく依存していますが、このリンクは他のバックグラウンドトラフィックによって飽和状態

になる可能性があります。次のことを推奨します。

• ISLに十分な帯域幅とリンク冗長性を確保します。ポートチャネルで複数の高帯域幅リン
クを使用すれば、ルーム間のすべてのタイプのトラフィックに十分なキャパシティを確保

できるため、QoSの必要性を軽減できます。速度のミスマッチによってネットワークのボ
トルネックが発生する可能性があるため、エンドツーエンドのストレージパスでのリンク

速度のミスマッチを回避します。

• IPアドレスに基づいてスイッチへの着信トラフィックを分類します。HyperFlex Edgeはト
ラフィックの事前マーキングを行わないので、トラフィックの分類はスイッチの役割で

す。この分類には、HyperFlex Data Platformストレージネットワークの IPアドレスを使用
します。通常、これらの IPアドレスは 169.254.xxの範囲に / 24ネットワークとして存在
します。適切な範囲を見つけるには、vCenterでコントローラ VMの設定を調べるか、コ
ントローラ VMで ifconfigコマンドを実行し、eth1インターフェイスで使用されているサ
ブネットを確認します。

• / 24サブネット全体をマッチさせることをお勧めします。これにより、より多くのノード
でクラスタが拡張されても、すべてのストレージトラフィックが適切に分類され続けるよ

うになります。

•環境のニーズに応じてストレージトラフィックをマークします。Catalyst 9000の設定例で
は、DSCP EFが使用されます。エンドツーエンドQoSは、DSCPヘッダー値のみを使用し
て実現されます。

•スイッチプラットフォームの機能に基づくキューを設定します。Catalyst 9000の例では、
プライオリティキューの1つを使用して、サイト間リンク全体でHXストレージトラフィッ
ク（EFとマーク）を優先します。HyperFlexストレージトラフィックは、低遅延で高帯域
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幅の高優先度キューで最高のパフォーマンスを発揮します。キューの割り当て済みバッ

ファを増やすと、リンクの伝送遅延がある場合のパケット損失を減らすのにも役立ちま

す。

•入力インターフェイス（マーキング用）と出力インターフェイス（キューイング用）に
QoS設定を適用します。

•管理トラフィック、vMotion、およびアプリケーショントラフィックに必要な追加の QoS
設定を適用します。次の順序でトラフィックに優先順位を付けることをお勧めします。

1. 管理：DSCP CS6

2. VMまたはアプリケーショントラフィック：DSCP CS4

3. vMotion – DSCP CS0

上記のDSCP値を推奨します。ただし、環境のニーズを満たすために必要に応じて任意の
値を使用できます。トラフィックのタイプごとに、IP範囲に基づいてマーキング用のACL
を作成します。それからの ACLとマッチするクラスマップを作成します。既存のマーキ
ングポリシークラスに追加し、設定アクションを指定します。最後に、DSCPマーキング
とマッチし、必要な帯域幅を指定するトラフィックタイプごとの専用クラスで出力キュー

イングポリシーを更新します。

10GBASE-T銅線サポート
HX Edgeは、10G銅線（RJ45）ポートを備えたスイッチで使用する Cisco銅線 10Gトランシー
バ（SFP-10G-TX）の使用をサポートしています。この章に記載されているすべての10GEトポ
ロジで、サポートされている Twinax、光ファイバ、または 10G銅線トランシーバを使用でき
ます。サポートされている光ファイバとケーブルの詳細については、Cisco UCS Virtual Interface
Card 1400/14000 Series Data Sheetを参照してください。

制限

HyperFlex Edgeで SFP-10G-TXトランシーバを使用する場合は、次の制限が適用されます。

• Cisco IMCファームウェアバージョン 4.1(3d)および HyperFlex Data Platformバージョン
4.5(2a)以上。

• VICごとに最大 2つの SFP-10G-TXを使用できます。追加の 2つのポートは使用しないで
ください。

•サーバは、Cisco Cardまたは共有 LOM拡張 NICモードを使用しないでください。専用ま
たは共有 LOM NICモードのみを使用してください。

ネットワークの共通要件チェックリスト

インストールを開始する前に、お使いの環境が次の特定のソフトウェアおよびハードウェア要

件を満たしていることを確認します。
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VLANの要件

予約済み VLAN ID：指定する VLAN IDは、HyperFlexノードが接続されている Top of Rack
（ToR）スイッチでサポートされている必要があります。たとえば、VLAN ID 3968〜4095は
Nexusスイッチによって予約され、VLAN ID 1002〜1005はCatalystスイッチによって予約され
ています。HyperFlexで使用する VLAN IDを決定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで
使用可能であることを確認してください。

重要

説明VLAN IDネットワーク

次の各ネットワークに個別のサブネットと VLANを使用します。

ESXi、HyperFlex、およびVMware
vCenter間の管理トラフィック用に
使用され、ルーティング可能であ

る必要があります。

この VLANは、
Intersightにアクセスで
きる必要があります (2
ノードの展開には、

Intersightが必要で
す)。

（注）

VMware ESXiおよび Cisco
HyperFlex管理用 VLAN

管理 VLANと同じまたは異なる
VLANを指定できます。

この VLANは、
Intersightにアクセスで
きる必要があります (2
ノードの展開には、

Intersightが必要で
す)。

（注）

CIMC VLAN

rawストレージトラフィック用に
使用されます。L2接続のみを必要
とします。

HyperFlexストレージトラフィッ
ク用 VLAN

vMotion VLANに使用されます。VLAN for VMware vMotion
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説明VLAN IDネットワーク

VM/アプリケーションネットワー
クに使用されます。

ESXiの異なる VM
ポートグループでバッ

クアップされた複数の

VLANを指定できま
す。

（注）

VMネットワーク用の VLAN

サポートされている vCenterトポロジ

次の表を使用して、vCenterのサポートされているトポロジを決定します。

推奨説明トポロジ

強く推奨外部サーバで実行され、サイ

トに対してローカル扱いとな

る仮想または物理vCenter。こ
のサーバには、管理ラックマ

ウントサーバを使用できま

す。

シングル vCenter

強く推奨WAN全体の複数のサイトを管
理する vCenter。

一元化された vCenter

HyperFlex Edgeクラスタのイ
ンストールは、vCenterがなく
ても先に実行できます。ま

た、外部vCenterを使用して展
開し、クラスタに移行するこ

ともできます。いずれの場合

も、実稼働ワークロードを実

行する前に、クラスタを

vCenterサーバに登録する必要
があります。

最新情報については、『HX
Data Platformへの vCenter導入
方法』テクニカルノートを参

照してください。

展開予定のクラスタ内で実行

される vCenter。
ネストされた vCenter

顧客導入情報

一般的な 2ノードの HyperFlex Edgeの導入の場合、9個の IPアドレスが必要です -管理ネット
ワーク用の 7個の IPアドレスと vMotionネットワーク用の 3個の IPアドレスです。
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すべての IPアドレスは IPv4である必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートし
ていません。

重要

CIMC管理 IPアドレス

CIMC管理 IPアドレスサーバ

サーバ 1：

サーバ 2：

サブネットマスク

ゲートウェイ

DNSサーバ

NTPサーバ

適切な Intersight接続を確保するた
めには、CIMCにNTPを設定する
必要があります。

（注）

ネットワークの IPアドレス

デフォルトでは、HXインストーラにより、ハイパーバイザデータネットワークとストレージ
コントローラデータネットワークに、169.254.X.Xの /24ネットワークとしての範囲内にある
IPアドレスが自動的に割り当てられます。この IPサブネットをユーザーが設定することはで
きません。

（注）

スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポートで有
効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断され、物理リンク障害時に必要な
ネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

（注）

管理ネットワークの IPアドレス

（ルーティング可能であること）

ストレージコントローラの管理ネットワー

ク

ハイパーバイザ管理ネットワーク
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管理ネットワークの IPアドレス

（ルーティング可能であること）

サーバ 1：サーバ 1：

サーバ 2：サーバ 2：

クラスタ IP:ストレージクラスタ管理 IPアドレス

サブネットマスク

デフォルトゲートウェイ

VMware vMotionネットワーク IPアドレス

vMotionサービスの場合、固有のVMKernelポートを設定します。必要であれば、vMotionの管
理 VLANを使用している場合は vmk0を再使用することもできます（非推奨）。

vMotionネットワークの IPアドレス（post_installスクリプトを使用して設
定されている）

サーバ

サーバ 1：

サーバ 2：

サブネットマス

ク

ゲートウェイ

VMware vCenterの構成

HyperFlexは標準ポートを介して vCenterと通信します。ポート 80はリバース HTTPプロキシ
で使用されますが、TACのサポートを受けて変更できます。ポート 443は vCenter SDKへのセ
キュア通信に使用され、変更することはできません。

（注）

vCenter管理ユーザ名

username@domain

vCenter管理パスワード
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vCenterデータセンターの名前

既存のデータセンター

オブジェクトを使用で

きます。データセン

ターが vCenterに存在
しない場合は、作成さ

れます。

（注）

VMware vSphereコンピューティン
グクラスタおよびストレージクラ

スタの名前

vCenterに表示されるク
ラスタ名。

（注）

ポート要件

Intersightの接続性（37ページ）に記載されている前提条件に加えて、次のポート要件も満た
していることを確認します。

重要

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、標準のポート要件に加え、VMwareに
は VMware ESXiおよび VMware vCenterに対するポートが推奨されます。

• CIP-Mは、クラスタ管理 IPに使用します。

• SCVMは、コントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiは、ハイパーバイザの管理 IPです。

HyperFlexソリューションのコンポーネント通信に必要なポートの包括的なリストは、HX Data
Platform Security Hardening Guideの付録 Aに記載されています。

標準設定がなく、異なるポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表 C-5
ポートのリテラル値を参照してください。

ヒント
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ネットワークサービス

• DNSサーバとNTPサーバは、HXストレージクラスタの外側に配置する必要があります。

•現時点では、信頼性の高いソースを提供するには、内部でホストされている NTPサーバ
を使用してください。

•すべての DNSサーバは、展開を開始する前に、ESXiの各ホストについて順方向 (A)およ
び逆方向 (PTR)の DNSレコードを事前設定しておく必要があります。DNSを前もって正
しく設定しておけば、ESXiホストを、IPアドレスではなく FQDNで vCenterに追加でき
ます。

この手順をスキップした場合には、ホストは IPアドレスで vCenterインベントリに追加さ
れ、ユーザは「vCenterクラスタのノードの識別方法を IPから FQDNに変更する」で説明
されている手続きに従って、FQDNに変換することが必要になります。

（注）

DNSサーバ

<Primary DNS Server IP address,
Secondary DNS Server IP address,
…>

NTPサーバ

<Primary NTP Server IP address,
Secondary NTP Server IP address,
…>

タイムゾーン

例：US/Eastern、US/Pacific

コネクテッドサービス

コネクテッドサービスの有効化

（推奨）

[はい（Yes）]または [いいえ

（No）]が必要

サービス要求通知用の電子メー

ル

例：name@company.com

Proxy Server

• Intersightへの直接接続が使用できない場合、プロキシサーバの使用は任意です。
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•プロキシを使用する場合は、サーバを Intersightアカウントに要求するためにプロキシを
使用するように、各サーバのデバイスコネクタを設定する必要があります。さらに、

HyperFlex Data Platformを正常にダウンロードできるようにするには、HXクラスタプロ
ファイルでプロキシ情報を指定する必要があります。

•ユーザー名/パスワードの使用はオプションです。

プロキシが必要です:イエスま
たはノー

Proxy Host

プロキシポート（Proxy Port）

Username

パスワード

ゲスト VMトラフィック
ゲストVMトラフィックに関する考慮事項は、トポロジの選択に基づいて上記に示されます。
通常、正しい vSwitchに適用される限り、必要に応じてゲストポートグループを作成できま
す。

• 10/25GEトポロジ: vswitch-hx-vm-networkを使用して、新しいVMポートグループを作成
します。

Post_installスクリプトを実行して、クラスタ内のすべてのホスト上で正しい vSwitchesに自動
的に VLANを追加することを推奨します。後ほど、任意の時点で新しいゲスト VLANをクラ
スタに追加するには、hx_post_install --vla (スペースの後には 2つのダッシュ)を実行します。

残りの vmnicまたはサードパーティ製のネットワークアダプタを使用する追加の vSwitchesが
作成される場合があります。HyperFlexによって定義されたvSwitchesに変更が加えられないよ
うに注意する必要があります。

ユーザーが作成した追加のvSwitchesは、管理者単独で責任を有し、HyperFlexによって管理さ
れません。

（注）

Intersightの接続性
Intersightの接続性に関する次の前提条件を考慮してください。

• HXサーバのセットに HXクラスタをインストールする前に、対応する Cisco IMCインス
タンスのデバイスコネクタがCisco Intersightに接続するように適切に設定され、登録され
ていることを確認します。
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•インストールフェーズ中のポート 80、443、および 8089を介したCIMCと vCenter間の通
信。

•すべてのデバイスコネクタは、svc.intersight.comを適切に解決でき、かつポート 443のア
ウトバウンドで開始されるHTTPS接続を許可する必要があります。現在のHXインストー
ラバージョンでは、HTTPプロキシの使用がサポートされています。

•すべてのコントローラの VM管理インターフェイスは、svc.intersight.comを適切に解決で
き、ポート 443のアウトバウンドで開始される HTTPS接続を許可する必要があります。
現在の HXインストーラバージョンは、インターネットへの直接接続がない場合、HTTP
プロキシの使用をサポートしています。

• IP接続 (L2または L3)は、各サーバの CIMC管理 IPから次のすべてに必要です。ESXi管
理インターフェイス、HyperFlexコントローラ VM管理インターフェイス、vCenterサー
バ。このパスのファイアウォールは、『Hyperflex Hardeningガイド』で説明されている必
要なポートを許可するように設定する必要があります。

•同じサーバにHyperFlexを再展開する場合、新しいコントローラVMを Intersightからすべ
ての ESXiホストにダウンロードする必要があります。これには、各 ESXiホストが
svc.intersight.comを解決し、ポート 443上の発信側で開始したHTTPS接続を許可すること
が必要です。コントローラVMのダウンロードにプロキシサーバを使用することはサポー
トされており、必要に応じて HyperFlexクラスタプロファイルで設定できます。

•クラスタの展開後、継続的な管理のために Intersight内で新しいHXクラスタが自動的に登
録されます。

Cisco HyperFlex Edge非表示クラウド監視
Cisco Hyperflex Edge非表示クラウド監視は、監視VMまたは調停ソフトウェアの必要性を排除
する、Cisco Hyperflex Edgeの導入における革新的なテクノロジーです。

Cisco Hyperflex Edge非表示クラウド監視は、2ノード HX Edge展開にのみ必要です。監視に
は、追加のインフラストラクチャ、セットアップ、設定、バックアップ、パッチ、または管理

は必要ありません。この機能は、2ノード HyperFlex Edgeのインストールの一部として自動的
に設定されます。リモートサイトでのアウトバウンドアクセスは、相互に接続するために存

在している必要があります (Intersight.comまたは Intersight仮想アプライアンス)。HyperFlex
Edge 2ノードクラスタは、この接続が確立されていないと動作しません。

非表示クラウド監視機能の利点、運用、および障害のシナリオの詳細については、次を参照し

てください。https://www.cisco.com/c/dam/en/us/products/collateral/hyperconverged-infrastructure/
hyperflex-hx-series/whitepaper-c11-741999.pdf

Cisco HyperFlex Edgeサーバーの注文
Cisco HyperFlex Edgeサーバを注文する場合は、HyperFlex Edge仕様シートの説明に従って、正
しいコンポーネントを選択してください。ネットワークトポロジの選択に注意して、目的の設
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定と一致することを確認します。ネットワークトポロジの PID選択の詳細については、仕様
シートの補足資料セクションを参照してください。
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第 6 章

インストール

•インストレーションの概要（101ページ）
• 1GEおよび 10/25GEスイッチの設定に適用されます。（103ページ）
• 1GEスイッチの設定に適用（107ページ）
• 10/25GEスイッチの設定に適用（114ページ）
• HX Connectへのログイン（118ページ）

インストレーションの概要

以前に HyperFlexクラスタノードが他の HyperFlexクラスタの一部であった場合（または工場
出荷前の場合）、クラスタの導入を開始する前にノードのクリーンアップ手順を実行します。

詳細については、『HyperFlex Customer Cleanup Guides for FI and Edge』を参照してください。

（注）

Edge導入のためのインストールワークフローの概要を示す次の表を参照してください。手順
1～ 3は、1 GEと 10/25GEの展開で共通です。ただし、手順 4は 1GEの展開に適用され、残
りの手順 5～ 6は 10/25 GEの展開に適用されます。
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1GEおよび
10/25GE、1GE、
または 10/25GE
に適用可能

参考資料説明手順

1GEおよび
10/25GE

スイッチの設定に基づいて、以下から

選択します。

2ノードエッジの展開:

• 10または 25GE VICベースのトポ
ロジ（8ページ）または、

• 1ギガビットイーサネットトポ
ロジ（24ページ）

3および 4ノードエッジの展開:

• 10または 25GE VICベースのトポ
ロジ（40ページ）または、

• 1ギガビットイーサネットトポ
ロジ（55ページ）

インストール前の

チェックリストに記入

します。

1

1GEおよび
10/25GE

•ラック設置型Cisco HyperFlexノー
ド（103ページ）

• Cisco Integrated Management
Controllerの構成（103ページ）

•ファームウェアバージョンの確
認（105ページ）

インストールの前提条

件を準備します。

2

1GEおよび
10/25GE

Cisco HX Data Platformインストーラ
の導入（106ページ）

Cisco HX Data Platform
インストーラをダウン

ロードして導入しま

す。

3

1GEのみ次の手順を実行して Edgeクラスタを
設定し、インストールが成功したこと

を確認します。

• HyperFlexクラスタの設定（107
ページ）

• Cisco HX Data Platformソフトウェ
アインストールの確認（114ペー
ジ）

HyperFlex Edgeクラス
タを展開します。

4
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1GEおよび
10/25GE、1GE、
または 10/25GE
に適用可能

参考資料説明手順

10/25GEのみ(10/25GEのみ) HyperFlexクラスタの
設定（114ページ）

HyperFlex Edgeクラス
タを展開します。

[6]

1GEおよび 10/25GEスイッチの設定に適用されます。

ラック設置型 Cisco HyperFlexノード
Cisco HX220c M5/M6、HX240c M5/6と HX225/245c M6 HyperFlexノードの詳細については、
『Ciscoハードウェアインストールガイド』を参照してください。

CIMC構成のために、コンソールドングルを使用して VGAモニタとキーボードを接続できま
す。また、サーバの背面で VGAおよび USBポートを直接接続することもできます。あるい
は、ネットワーク内で DHCPサーバを使用できる場合は、CIMCの Lights-Out構成を行うこと
もできます。

重要

Cisco Integrated Management Controllerの構成
CIMCネットワークを構成する方法として、静的（スタティック）割り当てまたはDHCP割り
当てのいずれかを選択します。

CIMCの構成：静的割り当て

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）を構成するには、CIMCスタンドアロンモード
を有効にし、CIMCパスワードと設定を構成し、KVMを使用して手動で静的 IPアドレスを構
成する必要があります。それには、モニタとキーボードを備えた各サーバに物理的にアクセス

できる必要があります。一度に 1台ずつサーバを構成する必要があります。

アウトオブバンド用途では専用CIMC管理ポートを使用することもできます。ユーザーはアッ
プストリームスイッチの設定を計画する際は、この 3番目の 1GEポートを考慮する必要があ
ります。さらに、CIMCの構成中は、CIMCを専用モードに設定する必要があります。専用NIC
モードにおける CIMCの構成の詳細については、Cisco UCS Cシリーズのドキュメンテーショ
ンを参照してください。[NICプロパティ（NIC properties）]の下で、NICモードを [専用
（dedicated）]に設定してから構成を保存します。
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始める前に

•展開に適用されるこのガイドの「物理的なケーブル接続」の項の説明に従って、すべての
イーサネットケーブルが接続されていることを確認します。

•サーバに VGAドングルを接続し、モニタと USBキーボードを接続します。

ステップ 1 サーバの電源を入れ、画面に Ciscoロゴが表示されるまで待ちます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、F8キーを押して、Cisco IMC Configurationユーティリティを起動します。

ステップ 3 [CIMCユーザの詳細（CIMC User Details）]で、passwordと、[現在の CIMCパスワード（current CIMC
password）]に入力し、新しい CIMCパスワードを 2回入力してから Enterキーを押して新しいパスワー
ドを保存します。

システムには、インストール時に変更する必要があるデフォルトパスワードCisco123が付属し
ています。新しいユーザ指定のパスワードを指定しない限り、インストールを続行することは

できません。

重要

ステップ 4 [IP（基本）（IP (Basic)）]で、[IPV4]をオンにし、[DHCPを使う（DHCP Enabled）]をオフにして、
[CIMC IP]、[プレフィックス/サブネット（Prefix/Subnet）]マスク、[ゲートウェイ（Gateway）]に値を入
力します

ステップ 5 [VLAN（詳細設定）（VLAN (Advanced)）]で、[VLANを使う（VLAN enabled）]をオンにして、次の操
作を行います。

•トランクポートを使用する場合は、適切な [VLAN ID]を設定します。

•アクセスポートを使用する場合は、このフィールドを空白のままにします。

ステップ 6 他の設定はデフォルトのままにして、F10キーを押して構成を保存し、ESCキーを押してユーティリティ
を終了します。

ステップ 7 Webブラウザで、CIMCページ（https://CIMC IPアドレス）に直接移動します。

ステップ 8 ユーザ名 adminと新しい CIMCパスワードを入力し、[ログイン（Log In）] をクリックします。

ステップ 9 [サーバ（Server）] > [電源ポリシー（Power Policies）]に移動して、目的の動作と一致する電源ポリシー
を手動で設定します。

サーバはデフォルトで、電力復元ポリシーを工場出荷時の設定 [電源オフ（Power Off）]に設定します。

次のタスク

仮想KVMコンソールを使用することも、物理KVMを引き続き使用することもできます。SD
カードには工場出荷時に ESXiがプリインストールされているので、インストール時に自動的
に起動します。
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CIMCの構成：DHCP割り当て

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）を構成するには、CIMCスタンドアロンモード
を有効にし、CIMCパスワードと設定を構成し、DHCPから取得した動的 IPアドレスを構成す
る必要があります。この場合、ネットワークの設定作業が増えますが、HyperFlex Edgeノード
の Lights-Outセットアップを有効にすることで構成が容易になります。すべてのサーバが同時
に自動的にアドレスをリースするため、導入時間が短縮されます。

始める前に

•展開に適用されるこのガイドの「物理的なケーブル接続」の項の説明に従って、すべての
イーサネットケーブルが接続されていることを確認します。

• DHCPサーバが有効なスコープで構成されて稼働していることを確認します。

• DHCPサーバが管理 VLANで直接リッスンしているか、スイッチ上に IPヘルパーが構成
されていることを確認します。

•インバンド CIMCとアウトオブバンド CIMCのどちらを使用するかを決定します。

•インバンド CIMCを使用する場合、すべての HyperFlex Edgeスイッチポートに対応
するネイティブVLANが正しいDHCP VLANとマッチするように構成します。CIMC
が自動的にアドレスをリースできるようにするには、これが唯一の方法です。

•アウトオブバンドCIMCを使用する場合、DHCP VLAN上にアクセスモード専用のス
イッチポートを構成します。

ステップ 1 電源ケーブルを接続します。

ステップ 2 DHCPログまたはリーステーブルにアクセスして、取得した CIMCアドレスを確認します。

ステップ 3 C220-<S/N>のホスト名を検索して HyperFlexサーバを見つけ、HX Data Platform Installerに入力する必要が
あるアドレスをメモします。

次のタスク

DHCPを使用する場合、HX Data Platformのインストールを開始する前に手動でユーザ定義
CIMCパスワードを設定する必要があります。Web UIまたは CLIセッションのいずれかを使
用して、新しいパスワードを設定します。デフォルトのパスワード passwordを変更する必要
があります。そうしない場合、インストールが失敗します。

ファームウェアバージョンの確認

現在の BIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンを表示して、
それらのバージョンが、リリースノートのデータと一致していることを確認します。
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ステップ 1 お使いのブラウザで、https://<CIMC IP>に移動することにより、CIMC Web UIにログインします。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ページで [概要（Summary）]をクリックします。

ステップ 4 [Cisco Integrated Management Controller（CIMC）情報（Cisco Integrated Management Controller (CIMC)
Information）]セクション（[サーバの概要（Server Summary）]ページ）で、[BIOSバージョン（BIOS
Version）]と [CIMCファームウェアバージョン（CIMC Firmware Version）]を検索してメモします。

ステップ 5 CIMCで、[インベントリ（Inventory）] > [PCIeアダプタ（PCIe Adapters）]の順に移動し、[SAS HBAの
バージョン（SAS HBA Version）]を見つけて値をメモします。

ステップ 6 CIMCでは、使用しているサーバーのタイプに応じて [ストレージ（Storage）]に移動し、以下のうちのい
ずれかに移動してください。

a) M5およびM6の場合、[Cisco 12Gモジュラー SAS HBA（Cisco 12G Modular SAS HBA）] > [物理ドラ
イブ情報（Physical Drive Info）]に移動し、ドライブタイプ、製造業者、およびファームウェアバー
ジョンをメモしてください。

ステップ 7 現在の BIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンと、Cisco HyperFlex Edge
とファームウェアの互換性マトリックスに記載されているバージョンを比較します。

ステップ 8 最小バージョンを満たしていない場合、互換性マトリックスのHost Update Utility（HUU）ダウンロードリ
ンクを基に、システムで実行中のファームウェアのバージョン（Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）、
PCIアダプタ、RAIDコントローラ、ドライブ（HDD/SSD）ファームウェアを含む）をアップグレードし
ます。Cisco HUUユーザガイドの最新および以前のリリースは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.htmlで確認できます。

Cisco HX Data Platformインストーラの導入
HXデータプラットフォームインストーラは、ESXiサーバと、VMwareワークステーション、
VMware Fusion、または仮想ボックスに展開できます。HyperFlexソフトウェアは、オープン仮
想アプライアンス（OVA）ファイル形式の導入可能な仮想マシンとして配布されます。VMware
vSphere（シック）クライアントを使用してHX Data Platformインストーラを展開するには、次
の手順を使用します。

ステップ 1 HX Data Platformインストーラ OVAを Cisco.comからダウンロードし、このパッケージをローカルに保
存します。

ダウンロードしたバージョンが、展開に推奨されるバージョンと一致することを確認します。

ステップ 2 vSphereクライアントを使用して vCenterにログインします。

ステップ 3 [ファイル（File）] > [OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]の順に選択します。

ステップ 4 [OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]ウィザードの [送信元（Source）]ページで、送信
元の場所を指定し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [OVFテンプレートの詳細（OVF Template Details）]ページで、情報を確認してから [次へ（Next）]を
クリックします。
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ステップ 6 （任意）[名前と場所（NameandLocation）]ページで、仮想アプライアンスの名前と場所を編集し、[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [ホスト/クラスタ（Host/Cluster）]ページで、導入先のホストまたはクラスタを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 8 [リソースプール（Resource Pool）]ページで、OVFテンプレートの実行場所となるリソースプールを選
択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ストレージ（Storage）]ページで、導入後の OVFテンプレートを保管するデータベースを選択し、[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ページで、仮想マシンの仮想ディスクを保管するディスク
フォーマットを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [ネットワークマッピング（Network Mapping）]ページで、OVFテンプレートで指定されているそれぞ
れのネットワークについて、[宛先ネットワーク（Destination Network）]列を右クリックしてインフラ
ストラクチャ内のネットワークを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 インストーラ VMの OVFプロパティとして、ホスト名、デフォルトゲートウェイ、DNSサーバ、IPア
ドレス、およびサブネットマスクを指定します。

あるいは、DHCPで割り当てられるアドレスを使用するには、すべてのOVFプロパティを空白のままに
します。

ステップ 13 [準備完了（Ready to Complete）]ページで、[展開後に電源をオン（Power On After Deployment）]を選
択し、[終了（Finish）]をクリックします。

1GEスイッチの設定に適用

HyperFlexクラスタの設定

ステップ 1 Webブラウザで、インストーラVMの IPアドレスを入力し、[承認（Accept）]または [続行（Continue）]
をクリックして SSL証明書エラーをバイパスします。

ステップ 2 ログイン画面の右下隅にある [ビルド ID（Build ID）]でHyperFlexインストーラのビルド IDを確認しま
す。

ステップ 3 ユーザー名 rootとパスワード Cisco123を使用して Cisco HX Data Platformにログインします。

システムに同梱されているデフォルトのパスワード Cisco123は、インストール時に変更する
必要があります。HyperFlexオンプレミスインストーラでは、導入の一部としてルートパス
ワードを変更する必要があります。新しいパスワードを指定しない限り、インストールを続

行できません。設定の手順のこの時点で、新しいパスワードを使用します。

重要

ステップ 4 エンドユーザライセンス契約書を読み、[利用規約に同意する（I accept terms and conditions）]をオン
にしてから、[ログイン（Login）]をクリックします。
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ステップ 5 [Workflow（ワークフロー）]ページで、[HyperFlexによるクラスタ作成（Cluster Creation with HyperFlex
Edge）]をクリックします

ステップ 6 クラスタを作成するには、必要な構成データが格納された JSONコンフィギュレーションファイルをイ
ンポートできます。JSONファイルをインポートする場合は、次の2つのステップを行います。インポー
トしない場合は、必須フィールドに手動でデータを入力できます。

初回インストールの場合は、シスコの担当者に連絡して工場出荷時のプレインストール JSON
ファイルを入手してください。

1. [ファイルの選択（Select a file）]をクリックし、該当する JSONファイルを選択して構成
をロードします。[構成を使用（Use Configuration）]を選択します。

2. インポートした Cisco UCS Managerの値が異なる場合は、[インポートされた値の上書き
（Overwrite Imported Values）]ダイアログボックスが表示されます。[検出された値を使
用（Use Discovered Values）]を選択します。

（注）

ステップ 7 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、次のフィールドに値を入力してから、[続行（Continue）]を
クリックします。

説明名前

Cisco IMCクレデンシャル

Cisco IMCユーザー名。ユーザー名のデフォルトは adminです。Cisco IMCユーザー名

CIMCのパスワード。デフォルトのパスワードは passwordです。パスワード

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）

vCenterサーバの FQDNまたは IPアドレス。vCenterのルートレベル管
理者権限があるアカウントを使用する必要があります。

HyperFlexクラスタサーバの設
定

管理者ユーザ名。ユーザ名

管理者パスワード。[管理パスワード（Admin
Password）]

ハイパーバイザのクレデンシャル

管理者ユーザ名。デフォルトのユーザ名は rootです。管理者ユーザ名

デフォルトのパスワードは Cisco123です。

システムに同梱されているデフォルトのパスワードCisco123
は、インストール時に変更する必要があります。新しいユー

ザがパスワードを指定していない限り、インストールを続

行できません。

重要

ハイパーバイザパスワード

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。

Cisco HyperFlex Edge展開ガイド、リリース 5.5(x)
108

インストール

HyperFlexクラスタの設定



ステップ 8 [IP Addresses] ページで、サーバごとに割り当てられたアドレスを入力します。

説明名前

Cisco IMCの IPアドレスCisco IMC

ハイパーバイザの管理 IPハイパーバイザ

ストレージコントローラの管理 IPストレージコントローラ

クラスタ管理 IPアドレスクラスタの IPアドレス

クラスタ管理のサブネットマスクサブネットマスク

クラスタ管理 IPのゲートウェイ IPアドレスゲートウェイ

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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ステップ 9 [クラスタ構成（Cluster Configuration）]ページで、次のフィールドに値を入力してから、[続行
（Continue）]をクリックします。

プリインストールワークシートを使用して、すべてのフィールドに値を入力します。（注）

説明名前

Cisco HXクラスタ

HyperFlexストレージクラスタの名前（ユーザが指
定した名前）。

クラスタ名

レプリケーションファクタ

コントローラ VM

コントローラ VMのデフォルトパスワードはあり
ません。ユーザーはこのフィールドを設定する必要

があります

管理者パスワードの作成

管理者パスワードを再入力して確認します。管理者パスワードの確認

vCenterの設定

HyperFlexホストが追加された vCenterデータセン
ターの名前。

vCenterデータセンター名

HyperFlexホストが追加された vCenterクラスタの
名前。

vCenter Cluster Name
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説明名前

システムサービス

各 DNSサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

[DNSサーバ（DNS Server(s)）]

各 NTPサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

信頼性の高いNTPサーバが必要です。重要

NTPサーバ

コントローラ VMのローカルタイムゾーン。[タイムゾーン（Time Zone）]

コネクテッドサービス

オンにして、接続サービスを有効にします。

接続サービスを有効にして Cisco TAC
にメールアラートを送信できるように

することを強く推奨します。

（注）

[Enable Connected Services]（推奨）

サービス要求通知を受信する電子メールアドレス。サービスチケット通知の送信先：例：
admin@cisco.com

詳細ネットワーク

トランクポートを使用する場合は、適切な VLAN
タグを入力します。トランクモードを使用する場合

は、VLANタグが異なる必要があります。

アクセスポートを使用している場合は、両方の

VLANタグに 0を入力します。

トランクポートを使用している場合

は、0を入力しないでください。
（注）

管理 VLANタグ

データ VLANタグ

自動入力された vSwitch名を変更しないでくださ
い。

管理 vSwitch

データ vSwitch

Advanced Configuration

このチェックボックスをオフにして、HyperFlex
Edge展開で標準サイズのパケットが使用されるよ
うにする必要があります。ネットワーク構成によっ

ては、必要に応じて10/25GE展開のジャンボフレー
ムを有効にすることができます。導入を容易にする

ため、このオプションをオフにすることをお勧めし

ます。

データネットワーク上のジャンボフレームを有効化
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説明名前

既存のすべてのデータとパーティションをHXスト
レージクラスタから削除する場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。たとえば、クラスタに

このソフトウェアをインストールするのは初めてで

はない場合、このチェックボックスをオンにしま

す。

ディスクパーティションのクリーンアップ

VDI展開を最適化する場合は、このチェックボック
スをオンにします。デフォルトでは、HyperFlexは
仮想サーバインフラストラクチャ（VSI）用にパ
フォーマンスが最適化されています。VDI展開の場
合にパフォーマンスパラメータを調整するには、

このボックスをオンにします。このオプションは、

オールフラッシュHXモデルには影響しません。ハ
イブリッドHXクラスタでのみ有効にする必要があ
ります。VDIと VSIが混在するワークロードを実
行している場合は、このオプションを選択しないで

ください。

[VDIのみの展開用に最適化（Optimize for VDi only
deployment）]

このフィールドには、Cisco TACから指示があった
場合にのみ値を入力してください。

vCenter Single-Sign-On Server

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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ステップ 10 導入が完了すると、[導入の概要（Summary Deployment）]ページに導入の詳細が要約されて表示されま
す。

次のタスク

HX Data Platformプラグインのインストールを確認します。「Cisco HX Data Platformソフトウェ
アインストールの確認（114ページ）」を参照してください。

Cisco HX Data Platformソフトウェアインストールの確認

ステップ 1 vSphereを起動し、管理者として vCenter Serverにログインします。

ステップ 2 vCenter Inventory Listsで、Cisco HX Data Platformが表示されることを確認します。

Cisco HX Data Platformのエントリが表示されていない場合は、vCenterからログアウトしてブラウザを閉
じ、再度ログインします。ほとんどの場合はこの操作で問題が解決します。

vCenterからログアウトしても問題が解決されない場合は、vCenter Webクライアントを再起動する必要が
あります。VCSAにSSHで接続し、service vsphere-client restartを実行します。Windows対応の vCenter
の場合、MMCのサービスページで VMware vSphere Webクライアントを再起動します。

ステップ 3 新しいクラスタがオンライン状態になっていて、登録済みであることを確認してください。

10/25GEスイッチの設定に適用

(10/25GEのみ) HyperFlexクラスタの設定

ステップ 1 Webブラウザで、インストーラVMの IPアドレスを入力し、[承認（Accept）]または [続行（Continue）]
をクリックして SSL証明書エラーをバイパスします。

ステップ 2 ログイン画面の右下隅にある [ビルド ID（Build ID）]でHyperFlexインストーラのビルド IDを確認しま
す。

ステップ 3 ユーザー名 rootとパスワード Cisco123を使用して Cisco HX Data Platformにログインします。

システムに同梱されているデフォルトのパスワード Cisco123は、インストール時に変更する
必要があります。HyperFlexオンプレミスインストーラでは、導入の一部としてルートパス
ワードを変更する必要があります。新しいパスワードを指定しない限り、インストールを続

行できません。設定の手順のこの時点で、新しいパスワードを使用します。

重要

ステップ 4 エンドユーザライセンス契約書を読み、[利用規約に同意する（I accept terms and conditions）]をオン
にしてから、[ログイン（Login）]をクリックします。
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ステップ 5 [Workflow（ワークフロー）]ページで、[HyperFlexによるクラスタ作成（Cluster Creation with HyperFlex
Edge）]をクリックします

ステップ 6 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、次のフィールドに値を入力してから、[続行（Continue）]を
クリックします。

説明名前

vCenterクレデンシャル

vCenterサーバのFQDNまたは IPアドレス。vCenter
のルートレベル管理者権限があるアカウントを使

用する必要があります。

vCenter Server

管理者ユーザ名。ユーザ名

管理者パスワード。[管理パスワード（Admin Password）]

[CIMCクレデンシャル（CIMC Credentials）]

CIMCのユーザ名。ユーザー名のデフォルトは
adminです。

[CIMCユーザ名（CIMC User Name）]

CIMCのパスワード。デフォルトのパスワードは
passwordです。

パスワード

ハイパーバイザのクレデンシャル

管理者ユーザ名。デフォルトのユーザ名は rootで
す。

管理者ユーザ名

デフォルトのパスワードは Cisco123です。

システムに同梱されているデフォルト

のパスワード Cisco123は、インストー
ル時に変更する必要があります。新し

いユーザがパスワードを指定していな

い限り、インストールを続行できませ

ん。

重要

[管理パスワード（Admin Password）]

ステップ 7 [IPアドレス (IP Addresses)]ページで、サーバごとに割り当てられたアドレスを入力します。

説明名前

Cisco IMCの IPアドレスCisco IMC

ハイパーバイザの管理 IPハイパーバイザ

ストレージコントローラの管理 IPストレージコントローラ

クラスタ管理 IPアドレスクラスタの IPアドレス
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説明名前

クラスタ管理のサブネットマスクサブネットマスク

クラスタ管理 IPのゲートウェイ IPアドレスゲートウェイ

ステップ 8 [クラスタ構成（Cluster Configuration）]ページで、次のフィールドに値を入力してから、[続行
（Continue）]をクリックします。

プリインストールワークシートを使用して、すべてのフィールドに値を入力します。（注）

説明名前

Cisco HXクラスタ

HyperFlexストレージクラスタの名前（ユーザが指
定した名前）。

クラスタ名

レプリケーションファクタ

コントローラ VM

デフォルトのパスワードは Cisco123です。

システムに同梱されているデフォルト

のパスワード Cisco123は、インストー
ル時に変更する必要があります。新し

いユーザがパスワードを指定していな

い限り、インストールを続行できませ

ん。

重要

管理者パスワードの作成

管理者パスワードを再入力して確認します。管理者パスワードの確認

vCenterの設定

HyperFlexホストが追加された vCenterデータセン
ターの名前。

vCenterデータセンター名

HyperFlexホストが追加された vCenterクラスタの
名前。

vCenter Cluster Name

システムサービス

各 DNSサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

[DNSサーバ（DNS Server(s)）]

各 NTPサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

信頼性の高いNTPサーバが必要です。重要

NTPサーバ
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説明名前

コントローラ VMのローカルタイムゾーン。[タイムゾーン（Time Zone）]

自動サポート

自動サポートを有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

自動サポートを有効にして、メールア

ラートを Cisco TACに送信できるよう
にすることを強くお勧めします。

（注）

自動サポートを有効にします（推奨）。

サービスリクエスト通知を受信するメールアドレ

ス。

サービスチケット通知をに送信します (例:
name@company.com)。

ステップ 9 [クラスタ構成の詳細設定（Advanced Cluster Configuration）]ページで、次のフィールドに値を入力し
てから、[開始（Start）]をクリックします。

説明名前

詳細ネットワーク

10/25GEのラジオボタンをオンにします。[MAC
アドレスプレフィックス (MAC Address Prefix)]
フィールドが表示されます。MACアドレスプレ
フィックスを設定します。

MACアドレスプレフィックスは、Cisco
VICの仮想インターフェイスに一意の
MACアドレスを割り当てるために使用
されます。既存のネットワーク機器と

重複しないように、一意の範囲を選択

してください。

（注）

アップリンクスイッチの速度

トランクポートを使用する場合は、適切な VLAN
タグを入力します。トランクモードを使用する場合

は、VLANタグが異なる必要があります。

アクセスポートを使用している場合は、両方の

VLANタグに 0を入力します。

トランクポートを使用している場合

は、0を入力しないでください。
（注）

管理 VLANタグ

データ VLANタグ

自動入力された vSwitch名を変更しないでくださ
い。

管理 vSwitch

データ vSwitch

詳細設定
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説明名前

10/25G展開のジャンボフレームを有効にするには、
チェックを付けます。

データネットワーク上のジャンボフレームを有効化

既存のすべてのデータとパーティションをHXスト
レージクラスタから削除する場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。たとえば、クラスタに

このソフトウェアをインストールするのは初めてで

はない場合、このチェックボックスをオンにしま

す。

ディスクパーティションのクリーンアップ

VDI展開を最適化する場合は、このチェックボック
スをオンにします。デフォルトでは、HyperFlexは
仮想サーバインフラストラクチャ（VSI）用にパ
フォーマンスが最適化されています。VDI展開の場
合にパフォーマンスパラメータを調整するには、

このボックスをオンにします。このオプションは、

オールフラッシュHXモデルには影響しません。ハ
イブリッドHXクラスタでのみ有効にする必要があ
ります。VDIと VSIが混在するワークロードを実
行している場合は、このオプションを選択しないで

ください。

[VDIのみの展開用に最適化（Optimize for VDi only
deployment）]

このフィールドには、Cisco TACから指示があった
場合にのみ値を入力してください。

vCenter Single-Sign-On Server

[進捗状況（Progress）]ページで、すべてのクラスタ構成タスクの進捗状況を確認します。導入が完了す
るまでには 20～ 45分かかります。

ステップ 10 導入が完了すると、[導入の概要（Summary Deployment）]ページに導入の詳細が要約されて表示されま
す。

次のタスク

HX Data Platformプラグインのインストールを確認します。

HX Connectへのログイン
Cisco HyperFlexコネクトは、HXストレージのモニタリング、およびレプリケーション、暗号
化、データストア、および仮想マシンのタスクに対し、HTML5ベースのアクセスを提供しま
す。この手順では、HX Connectの起動およびログインの概要を説明します。HX Connectへの
ログイン手順の詳細については、『Cisco HyperFlexデータプラットフォーム管理者ガイド』
を参照してください。
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ステップ 1 任意のブラウザで https://Cluster_IP/または https://FQDNにアクセスして、HX Connect UIを起
動します。

ステップ 2 次のクレデンシャルでログインします。

•ユーザ名：admin

•パスワード：クラスタのインストール中に設定されたパスワードを使用します。

次のタスク

HyperFlexクラスタが実稼働で使用できるようになる前に、インストール後のスクリプトを実
行します。1GEと10/25GEのどちらのスイッチ設定を実行しているかに応じて、次を参照して
ください。
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第 7 章

インストール後のタスク

•（1 GbEのみ）インストール後のスクリプトの実行 （121ページ）
• (10/25GEのみ)インストール後のスクリプトの実行 （122ページ）
• vMotionの自動構成（123ページ）
•手動による vMotionの構成（124ページ）
•手動によるトラフィックシェーピングの構成（124ページ）
•（10 / 25GE）追加 VICポートの使用（オプション）（125ページ）

（1 GbEのみ）インストール後のスクリプトの実行

ステップ 1 Webブラウザで、http://<インストーラ VM の IP アドレス>/msshに移動し、ユーザ名 adminと、
自分のパスワードを使用してログインし、hx_post_installを実行します。

ステップ 2 Enterキーを押して、Webベースの SSHウィンドウでインストール後のタスクを開始します。

インストール後のスクリプトの実行時に、要件に応じ、次のオプションのいずれかを選択します。

• 1:新しく作成されたクラスタまたは既存のクラスタでインストール後スクリプトを実行します。この
オプションを選択すると、スクリプトはクラスタ内のすべてのノードでインストール後の操作を実行

します。

• 2:拡張ワークフローを実行した後、拡張ノードまたは新しく追加されたノードでインストール後スク
リプトを実行します。このオプションを選択すると、スクリプトは拡張されたノードのリストを取得

し、拡張されたノードでインストール後の操作を実行します。

• 3:クラスタ内に固有の SSL証明書を設定します。このオプションを選択すると、現在の証明書が新し
く作成された SSL証明書に置換されます。このオプションは、クラスタの拡張には必要ありません。

ステップ 3 画面の指示に従って、インストールを完了します。
hx_post_installスクリプトは以下の事柄を行います。

• vCenterホストのライセンス付与。

•ベストプラクティスごとのクラスタの HA/DRSの有効化。
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• vCenterの SSH/シェル警告の抑制。

•ベストプラクティスに沿った vMotionの設定。

•ゲスト VLAN/ポートグループの追加。

• HyperFlex Edge構成のチェックの実行。

Post_installワークフローが正常に完了すると、選択したオプションに基づいて実行された設定の概要が
[Cluster summary (クラスタ概要)]の下に表示されます。

インストール後スクリプトの例は次のとおりです。

(10/25GEのみ)インストール後のスクリプトの実行

ステップ 1 Webブラウザで、http://<インストーラ VM の IP アドレス>/msshに移動し、ユーザ名 adminと、
自分のパスワードを使用してログインし、hx_post_installを実行します。

ステップ 2 Enterキーを押して、Webベースの SSHウィンドウでインストール後のタスクを開始します。

インストール後のスクリプトの実行時に、要件に応じ、次のオプションのいずれかを選択します。

• 1:新しく作成されたクラスタまたは既存のクラスタでインストール後スクリプトを実行します。この
オプションを選択すると、スクリプトはクラスタ内のすべてのノードでインストール後の操作を実行

します。

• 2:拡張ワークフローを実行した後、拡張ノードまたは新しく追加されたノードでインストール後スク
リプトを実行します。このオプションを選択すると、スクリプトは拡張されたノードのリストを取得

し、拡張されたノードでインストール後の操作を実行します。

• 3:クラスタ内に固有の SSL証明書を設定します。このオプションを選択すると、現在の証明書が新し
く作成された SSL証明書に置換されます。このオプションは、クラスタの拡張には必要ありません。

ステップ 3 画面の指示に従って、インストールを完了します。
hx_post_installスクリプトは以下の事柄を行います。

• vCenterホストのライセンス付与。

•ベストプラクティスごとのクラスタの HA/DRSの有効化。

• vCenterでの SSH/シェル警告の削除。

•ベストプラクティスに沿った vMotionの設定。

•新しい VMポートグループの追加。

• HyperFlex Edgeのヘルスチェック。
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Post_installワークフローが正常に完了すると、選択したオプションに基づいて実行された設定の概要が
[Cluster summary (クラスタ概要)]の下に表示されます。

インストール後スクリプトの例は次のとおりです。

vMotionの自動構成
hx_post_installスクリプトにより、ネットワークトポロジに基づいて自動的に vMotionが構
成されます。

1GEシングルスイッチの考慮事項

•自動構成では、トランクポートのみがサポートされ、専用vMotion VLANを使用した構成
のみが可能です。

•アクセスポートを使用する場合や、共有vMotion VLANを使用して構成する場合は、既存
の管理 VMkernelポート（vmk0）上に vMotionを手動で構成する必要があります。

• vMotionは、1GE管理および VMネットワークアップリンクで共有されます。

• vMotionによってリンクが完全に飽和状態にならないよう、デフォルトの 500Mbpsトラ
フィックシェーパーを使用して新しい VMKernelポート（vmk2）が作成されます。この
デフォルト値は、hx_post_installの実行後に変更することができます。手動によるトラ

フィックシェーピングの構成（124ページ）を参照してください。

1GEデュアルスイッチの考慮事項

• vMotionは専用の 1GEアップリンクで設定されます。

•新しい VMKernelポート（vmk2）が作成されます。フェールオーバーの順序は、通常の
ネットワーク条件下でストレージデータと vMotionが分離されるように自動構成されま
す。

•この設定では、トラフィックシェーパーは不要です。

10/25GEスイッチの考慮事項

• vMotionは、専用の vMotion vSwitch上で専用のアクティブ/スタンバイ vNICと共に設定さ
れています。

•新しい VMKernelポート（vmk2）が作成されます。フェールオーバーの順序は、通常の
ネットワーク条件下でストレージデータと vMotionが分離されるように自動構成されま
す。
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•この設定ではトラフィックシェーパーは必要ありませんが、帯域幅は管理、vMotion、お
よびゲスト VMポートグループで共有されます。ネットワーク要件に応じて、オプショ
ンのトラフィックシェーパーを適用することができます。

手動による vMotionの構成
vMotionは環境のニーズに応じてさまざまな方法で構成できます。このタスクで説明するのは
構成の一例です。この手順を基に、必要に応じてバリエーションを適用できます。

この設定では、ポート 1でトランキングされる固有の VLANを vMotionに使用します。

ステップ 1 vSphereを起動し、管理者として vCenter Serverにログインします。

ステップ 2 [vCenter Inventoryリスト（vCenter Inventory Lists）]でHyperFlexホストをクリックし、[管理（Manage）] >
[ネットワーキング（Networking）] > [仮想スイッチ（Virtual Switches）]の順に移動します。

ステップ 3 [ホストネットワークの追加（Add Host Networking）] をクリックします。

ステップ 4 [ネットワークの追加ウィザード：接続タイプ（Add Network Wizard: Connection Type）]ページで、
[VMkernel]をクリックしてから、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [vswitch-hx-inband-mgmtを使用（Use vswitch-hx-inband-mgmt）]をクリックしてから、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 6 [ネットワークラベル（Network Label）]に識別しやすいラベル（vMotionなどを入力し、正しい [VLAN
ID]を入力してから、[vMotionにこのポートグループを使用（Use this portgroup for vMotion）]をオンに
し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [次の IP設定を使用（Use the following IP settings）]をクリックし、スタティックな IPv4アドレスと [サブ
ネットマスク（Subnet Mask）]の値を入力してから、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 設定内容を確認し、[Finish（終了）]をクリックします。

ステップ 9 HyperFlexストレージクラスタに含まれるすべてのHyperFlexホストとコンピューティング専用ホストにつ
いて、上記の手順を繰り返します。

手動によるトラフィックシェーピングの構成
1GEシングルスイッチ展開で、共有アップリンクでのネットワーク輻輳を防ぐためのベスト
プラクティスは、vMotionインターフェイスでトラフィックシェーピングを有効にすることで
す。トラフィックシェーパーを設定しないと、vMotionトラフィックのため、同じ物理 1 GE
ポートを共有する管理トラフィックと VMゲストトラフィックが使える帯域幅が非常に少な
くなります。vMotion標準スイッチでは、出力トラフィックのシェーピングのみを設定できま
す。

ステップ 1 vSphereを起動し、管理者として vCenter Serverにログインします。
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ステップ 2 [vCenter Inventoryリスト（vCenter Inventory Lists）]でHyperFlexホストをクリックし、[管理（Manage）] >
[ネットワーキング（Networking）] > [仮想スイッチ（Virtual Switches）]の順に移動します。

ステップ 3 vMotionポートグループが含まれている vSwitchを選択します。

ステップ 4 vMotionポートグループ名をクリックし、[設定の編集（Edit Settings）]（鉛筆アイコン）をクリックしま
す。

ステップ 5 左側のメニューで、[トラフィックシェーピング（Traffic shaping）]を選択します。

ステップ 6 [オーバーライド（Override）]チェックボックスをオンにしてトラフィックシェーピングを有効にします。

ステップ 7 平均帯域幅とピーク帯域幅を、環境のニーズに適合する値に設定します。たとえば、1 GEアップリンクで
使用可能な総帯域幅の 50%を表す 500,000 kbit/secを両方の帯域幅に使用できます。

ステップ 8 [OK]を選択して設定を保存します。

平均帯域幅を適切な値に設定するよう注意してください。ピーク帯域幅はトラフィックのバー

ストにのみ適用され、vMotionの動作時には短時間で枯渇します。
（注）

（10 / 25GE）追加 VICポートの使用（オプション）
（異なる VLANなどの）異なるスイッチへのアップリンクが必要な場合、またはゲスト VM
に追加の専用帯域幅が必要な場合は、HXのインストール後に VICからポート 3と 4を接続で
きます。ここでは、デフォルトで作成される設定と、追加ポートで追加の vNICを作成する方
法について説明します。

デフォルトの 10GE VIC設定：

インストール時に、HyperFlexは VIC 1457を次のように設定します。

•ポートチャネルを無効にします。

• HyperFlexが動作するために必要な 8つの vNICを設定します（VICの最初の 2つのポート
に対応するアップリンクポート番号は 0または 1に設定します）。
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追加の VICポートの作成
追加の vNICを作成するためのガイドライン：

•必要な場合は、残りのポートを使用して追加の vNICを作成できます。これらは VMware
では未使用のvmnicとして表示されます。その後、新しいvSwitchを作成し、これらのネッ
トワークポートを使用できます（ゲスト VM用）。

•インストーラによって自動的に作成された既存のvNIC、vSwitch、またはポートグループ
は変更しないでください。必要な場合は、新しいvNIC、vSwitch、およびポートグループ
を作成します。

•追加のアップリンクでは、既存の HX vSwitchを再利用しないでください。これらのアッ
プリンクを使用して新しい vSwitchを作成します。

•新しい vNICを作成する場合は、HXサービスに使用されるものと同じ 2つの物理ポート
（管理、ストレージトラフィック、vmotion、vm-networkなど）に配置しないでください。
未使用の物理ポートで作成してください。

ステップ 1 HXクラスタが正常であることを確認します。

ステップ 2 ESXiホストを HXメンテナンスモードにします。

ステップ 3 新しい vNICを作成し、VICの最後の 2つのポートに対応するアップリンクポート ＃2 または 3に配置し
ます。

ステップ 4 ESXiを再起動し、新しい vSwitchに追加できた追加の vmnicが表示されることを確認します。

ステップ 5 HXメンテナンスモードを終了します。
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ステップ 6 残りのホストに対してこのプロセスを繰り返します。
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第 8 章

Cisco HyperFlexシステムクラスタの展開

•クラスタ拡張ガイドライン（129ページ）

クラスタ拡張ガイドライン
クラスタを拡張する前に、これらのガイドラインを確認してください。

•エッジクラスタ拡張は、Cisco HyperFlexデータプラットフォームリリース 4.0(2e)以降に
サポートされています。Intersightを介して 3ノードで ESXiベースの 10/25 GbE HyperFlex
Edgeクラスタを拡張できます。

• HyperFlexエッジクラスタの拡張は、Intersightを使用して展開されたクラスタの場合にの
みサポートされます。Intersightを使用したエッジクラスタの拡張は、HyperFlex OVAイン
ストーラを介して展開されたクラスタではサポートされていません。

クラスタ拡張は、この機能を備えた HyperFlex 2ノードエッジク
ラスタではサポートされていません。

Hyperflexバージョン 4.0（2e）以前のエッジクラスタの拡張はサ
ポートされていません。

（注）

•すべての要件については、Intersightのドキュメント「Cisco Intersightで Cisco HyperFlexク
ラスタを展開する」を参照してください。
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https://www.intersight.com/help/saas/resources/expand_cisco_hyperflex_clusters_in_intersight
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• 10GEデュアルスイッチのネットワーク構成例（131ページ）
• 1GEシングルスイッチのネットワーク構成例（133ページ）
• 1GEデュアルスイッチのネットワーク構成例（134ページ）
• 10/25GE 2ノード 2ルームのネットワーク設定例（136ページ）

10GEデュアルスイッチのネットワーク構成例

10GEデュアルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 9000

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-DHCP-CIMC

...
interface Ethernet1/35
description M5-Edge-Node1-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/36
description M5-Edge-Node1-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/37
description M5-Edge-Node2-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
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switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/38
description M5-Edge-Node2-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/39
description M5-Edge-Node3-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/40
description M5-Edge-Node3-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

トランクポートを使用している Catalyst 9300

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-CIMC

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description M5-Edge-16W9-LOM1
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/2
description M5-Edge-16W9-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description M5-Edge-16UQ-LOM1
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/4
description M5-Edge-16UQ-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description M5-Edge-05G9-LOM1
switchport trunk allowed vlan 101-105
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switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description M5-Edge-05G9-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

1GEシングルスイッチのネットワーク構成例

1GEシングルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 5548

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

…
interface Ethernet2/11
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/12
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/13
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/14
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/15
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/16
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
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spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

トランクポートを使用している Catalyst 3850-48T

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description HX-01-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
interface GigabitEthernet1/0/2
description HX-01-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description HX-02-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
interface GigabitEthernet1/0/4
description HX-02-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description HX-03-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description HX-03-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

1GEデュアルスイッチのネットワーク構成例

1GEデュアルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 5548

この設定では、ネイティブ vlan 105を使用しているインバンド管理とともに DHCPを使用し
ます。このスイッチは両方の 1GE LOMに接続して、dhcp relayを使用します。
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ip dhcp relay
…
interface Vlan105
ip address 10.1.2.1/24
ip dhcp relay address 10.1.1.2
no shutdown

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-DHCP-CIMC

…
interface Ethernet2/11
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/12
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/13
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/14
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/15
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/16
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

スイッチ #2で同じ設定を繰り返します。dhcp relayコマンドと interface Vlan 105コマンド

は削除します。
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トランクポートを使用している Catalyst 3850-48T

この構成では、vlan 105に静的に割り当てられている CIMC IPを使用します。すべてのトラ
ンクインターフェイスですべてのvlansが許可されます。セキュリティ上の理由から、すべて

のポート設定に switchport trunk allowed vlanステートメントを追加し、VLANを HyperFlex
の展開に必要なものに限定することを推奨します。

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-CIMC

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/2
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/4
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

スイッチ #2で同じ設定を繰り返します。

10/25GE 2ノード 2ルームのネットワーク設定例

10/25GE 2ノード 2ルーム

QoSの設定された Catalyst 9000
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この設定では、Quality of Serviceを使用して、ルームトポロジごとに 10または 25ギガビット
イーサネットスタックスイッチを使用し、HyperFlexストレージトラフィックにマーキング
し、優先順位を付けます。

qos queue-softmax-multiplier 1200
qos queue-stats-frame-count
...
class-map match-all Storage_PQ
match dscp ef
class-map match-all Storage_Mark
match access-group name Storage
...
policy-map Storage_Mark
class Storage_Mark
set dscp ef

class class-default
policy-map Storage_Queue
class Storage_PQ
priority level 1 percent 80 //Adjust this value based on traffic mix. This guarantees
80% bandwidth for storage when needed.
queue-buffers ratio 80

class class-default
bandwidth remaining percent 100
queue-buffers ratio 20

...
interface Port-channel98
switchport trunk allowed vlan 101,102,103,104,105
switchport mode trunk
!
interface GigabitEthernet1/0/3
description SERVER1-Dedicated-CIMC
switchport access vlan 145
switchport mode access
spanning-tree portfast
!
interface TenGigabitEthernet1/1/1
description SERVER1-VIC-1
switchport trunk allowed vlan 101,102,103,104,105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk
service-policy input Storage_Mark
service-policy output Storage_Queue
!
interface TenGigabitEthernet2/1/1
description SERVER1-VIC-2
switchport trunk allowed vlan 101,102,103,104,105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk
service-policy input Storage_Mark
service-policy output Storage_Queue
!
interface TenGigabitEthernet1/1/8
description cross-connect-01
switchport trunk allowed vlan 101,102,103,104,105
switchport mode trunk
channel-group 98 mode on
service-policy input Storage_Mark
service-policy output Storage_Queue
!
interface TenGigabitEthernet2/1/8
description cross-connect-02
switchport trunk allowed vlan 101,102,103,104,105
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switchport mode trunk
channel-group 98 mode on
service-policy input Storage_Mark
service-policy output Storage_Queue
!
...
ip access-list extended Storage
10 permit ip 169.254.1.0 0.0.0.255 169.254.1.0 0.0.0.255

スイッチスタック #2で同じ設定を繰り返します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


